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(57)【要約】
　デジタルラジオ放送信号の受信処理方法が提供される
。この方法はコンテンツを含むデジタルラジオ放送信号
を受信し、符号化されたコンテンツを記録し、記録した
符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元
するステップを含む。記録した符号化コンテンツはプロ
トコルデータユニットまたはパケットを含むことができ
る。記録した符号化コンテンツは符号化コンテンツを論
理プロトコルスタックに従って復号することにより復元
可能である。



(2) JP 2010-515299 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、
　符号化されたコンテンツを記録し、
　記録した符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するステップより成る
デジタルラジオ放送信号受信処理方法。
【請求項２】
　符号化されたコンテンツを記録するステップはユーザーが選択したコンテンツを記録す
る請求項１の方法。
【請求項３】
　記録した符号化コンテンツはプロトコルデータユニットまたはパケットより成る請求項
１の方法。
【請求項４】
　パケットは音声パケットである請求項３の方法。
【請求項５】
　記録した符号化コンテンツを復号化して復号済みコンテンツを復元するステップは論理
プロトコルスタックに従って記録した符号化コンテンツを処理する請求項１の方法。
【請求項６】
　受信したコンテンツは１またはそれ以上のプログラムを表すマルチキャストコンテンツ
より成る請求項１の方法。
【請求項７】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項６の方法。
【請求項８】
　記録した符号化コンテンツは１またはそれ以上のプログラムを表すマルチキャストコン
テンツより成る請求項１の方法。
【請求項９】
　記録した符号化コンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項８の方法。
【請求項１０】
　符号化されたコンテンツの記録ステップは、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準
のしきい値以下になると停止し、品質基準のしきい値を超えると再開される請求項１の方
法。
【請求項１１】
　符号化されたコンテンツの記録が再開されると符号化コンテンツは新しいファイルに記
録される請求項９の方法。
【請求項１２】
　デジタルラジオ放送信号が品質基準のしきい値以下であるため記録した符号化コンテン
ツが不良になると消音するように復号済みコンテンツを混合するステップをさらに含む請
求項１０の方法。
【請求項１３】
　ドロップアウト許容パラメータを特定し、
　ドロップアウトの数がドロップアウト許容パラメータを超えると記録ステップを停止す
るステップをさらに含む請求項１の方法。
【請求項１４】
　受信したデジタルラジオ放送信号の品質を可視表示するステップをさらに含む請求項１
の方法。
【請求項１５】
　デジタルラジオ放送信号のコンテンツをモニターし、
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　デジタルラジオ放送信号中に予め選択したタイプのコンテンツが検知されるとデジタル
ラジオ放送信号の符号化コンテンツを記録するようにユーザーを促すステップをさらに含
む請求項１の方法。
【請求項１６】
　デジタルラジオ放送信号のコンテンツをモニターし、
　　デジタルラジオ放送信号中において予め選択したタイプのコンテンツが検知されると
デジタルラジオ放送信号からの符号化コンテンツを自動的に記録するステップをさらに含
む請求項１の方法。
【請求項１７】
　復号済みコンテンツに関連するプログラムサービスデータ及び／またはデータタグを記
録するステップをさらに含む請求項１の方法。
【請求項１８】
　データタグはＩＤ３タグである請求項１７の方法。
【請求項１９】
　第２のコンテンツを含む第２のデジタルラジオ放送信号を受信し、
　符号化された第２のコンテンツを記録するステップをさらに含む請求項１の方法。
【請求項２０】
　メモリがいっぱいになると以前記録した符号化コンテンツを自動的に削除するステップ
をさらに含む請求項１の方法。
【請求項２１】
　以前記録した符号化コンテンツは再生された回数に基づき選択されて削除される請求項
２０の方法。
【請求項２２】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　第１のフォーマットの符号化コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、
　符号化コンテンツを処理して第２のフォーマットに変換し、
　第２のフォーマットの符号化コンテンツを記録し、
　記録した符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するステップより成る
デジタルラジオ放送信号の受信処理方法。
【請求項２３】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信する入力と、
　符号化されたコンテンツを記録するメモリと、
　記録した符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するプロセッサとより
成る受信機。
【請求項２４】
　記録した符号化コンテンツはプロトコルデータユニットまたはパケットより成る請求項
２３の受信機。
【請求項２５】
　パケットは音声パケットである請求項２４の受信機。
【請求項２６】
　プロセッサは記録した符号化コンテンツを論理プロトコルスタックに従って処理する請
求項２３の受信機。
【請求項２７】
　受信したコンテンツは１またはそれ以上のプログラムを表すマルチキャストコンテンツ
より成る請求項２３の受信機。
【請求項２８】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項２７の受信機。
【請求項２９】
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　記録した符号化コンテンツは１またはそれ以上のプログラムを表すマルチキャストコン
テンツより成る請求項２３の受信機。
【請求項３０】
　記録した符号化コンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項２９の受信機。
【請求項３１】
　プロセッサは、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい値以下であるため記
録した符号化コンテンツが不良になると消音するように復号済みコンテンツを混合する請
求項２３の受信機。
【請求項３２】
　受信したデジタルラジオ放送信号の品質を示すインジケータをさらに含む請求項２３の
受信機。
【請求項３３】
　プロセッサは、デジタルラジオ放送信号のコンテンツをモニターし、デジタルラジオ放
送信号中に予め選択したタイプのコンテンツが検知されるとデジタルラジオ放送信号の符
号化コンテンツを記録するようにユーザーを促す請求項２３の受信機。
【請求項３４】
　プロセッサは、デジタルラジオ放送信号のコンテンツをモニターし、デジタルラジオ放
送信号中において予め選択したタイプのコンテンツが検知されるとデジタルラジオ放送信
号の符号化コンテンツをメモリに自動的に記録させる請求項２３の受信機。
【請求項３５】
　メモリは復号済みコンテンツに関連するプログラムサービスデータ及び／またはデータ
タグを記録する請求項２３の受信機。
【請求項３６】
　データタグはＩＤ３タグである請求項３５の受信機。
【請求項３７】
　入力は第２のコンテンツを含む第２のデジタルラジオ放送信号を受信し、メモリは符号
化された第２のコンテンツを記録する請求項２３の受信機。
【請求項３８】
　記録した符号化コンテンツをプレーヤに転送するドッキングステーションをさらに含む
請求項２３の受信機。
【請求項３９】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理するシステムであって、
　コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、符号化されたコンテンツを記録す
るメモリを備えた受信機と、
　符号化コンテンツを再生し、符号化コンテンツを記録するメモリ及び記録した符号化コ
ンテンツを復号して復号するコンテンツを復元するプロセッサを備えたプレーヤとより成
るデジタルラジオ放送信号受信処理システム。
【請求項４０】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツより成るデジタルラジオ放送信号を受信
し、
　マルチキャストコンテンツのうちの第１のコンテンツを再生し、
　マルチキャストコンテンツのうちの第２のコンテンツを同時に記録するステップより成
るデジタルラジオ放送信号の受信処理方法。
【請求項４１】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項４０の方法。
【請求項４２】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
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　２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツより成るデジタルラジオ放送信号を受信
する入力と、
　マルチキャストコンテンツのうちの第１のコンテンツを再生するプロセッサと、
　マルチキャストコンテンツのうちの第２のコンテンツを同時に記録するメモリとより成
る受信機。
【請求項４３】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項４２の受信機。
【請求項４４】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツより成るデジタルラジオ放送信号を受信
し、
　マルチキャストコンテンツのうち少なくとも２つのコンテンツを記録するステップより
成るデジタルラジオ放送信号受信処理方法。
【請求項４５】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項４４の方法。
【請求項４６】
　マルチキャストコンテンツのうち少なくとも２つのコンテンツを記録しながら記録済み
コンテンツのうちの第１のコンテンツを再生するステップをさらに含む請求項４４の方法
。
【請求項４７】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツより成るデジタルラジオ放送信号を受信
する入力と、
　プロセッサと、
　マルチキャストコンテンツのうちの２またはそれ以上のコンテンツを同時に記録するメ
モリとより成る受信機。
【請求項４８】
　マルチキャストコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを
表す請求項４７の受信機。
【請求項４９】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　デジタルラジオ放送信号上のコンテンツを受信し、
　該コンテンツを記録し、
　デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい値以下になると記録ステップを停止
し、
　デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい値を超えると記録ステップを再開す
るステップより成るデジタルラジオ放送信号の受信処理方法。
【請求項５０】
　コンテンツは記録ステップが再開される毎に別個のファイルに記録される請求項４９の
方法。
【請求項５１】
　受信したコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを表す請
求項４９の方法。
【請求項５２】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　デジタルラジオ放送信号上のコンテンツを受信する入力と、
　該コンテンツを記録するメモリと、
　メモリに該コンテンツを記録させ、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい
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値以下になると記録を停止させ、品質基準のしきい値を超えると記録を再開させるプロセ
ッサとより成る受信機。
【請求項５３】
　受信したコンテンツは主要プログラム及び１またはそれ以上の補充プログラムを表す請
求項５２の受信機。
【請求項５４】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　以前記録したコンテンツを再生し、
　予め選択したコンテンツタイプを検知するために複数のデジタルラジオ放送チャンネル
を同時にスキャンし、
　予め選択したタイプの新しいコンテンツを検知するとその新しいコンテンツを記録する
ステップより成るデジタルラジオ放送信号の受信処理方法。
【請求項５５】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　コンテンツを記録するメモリと、
　以前記録したコンテンツを再生し、予め選択したコンテンツタイプを検知するために複
数のデジタルラジオ放送チャンネルを同時にスキャンし、予め選択したタイプの新しいコ
ンテンツを検知するとメモリに新しいコンテンツを記録させるプロセッサとより成る受信
機。
【請求項５６】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　デジタルラジオ放送信号上のコンテンツを受信し、
　該コンテンツのセグメントを記録し、
　新しいセグメントが記録されると以前記録したセグメントを削除するステップより成る
デジタルラジオ放送信号受信処理方法。
【請求項５７】
　セグメントのうち最も最近記録したセグメントを再生するステップを含む請求項５６の
方法。
【請求項５８】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　デジタルラジオ放送信号上のコンテンツを受信する入力と、
　コンテンツを記録するメモリと、
　メモリにコンテンツのセグメントを記録させ、新しいセグメントが記録する時以前記録
したセグメントを削除させるプロセッサとより成る受信機。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　　本発明はデジタルラジオ放送に係り、さらに詳細には、デジタルラジオ放送の受信信
号を記録し再生する方法及び装置に係る。
【発明の背景】
【０００２】
　デジタルラジオ放送技術は移動式、携帯用及び固定式受信機に対してデジタル音声及び
データサービスを提供する。インバンド・オンチャンネル（ＩＢＯＣ）デジタル音声放送
（ＤＡＢ）と呼称するデジタルラジオ放送の１つのタイプは、既存の中波（ＭＦ）及び超
高周波（ＶＨＦ）ラジオバンドの地上送信機を使用する。ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号は、アナ
ログ変調キャリアを複数のデジタル変調キャリアと組み合わせたハイブリッドフォーマッ
トかまたはアナログ変調キャリアを使用しない全デジタルフォーマットにより送信するこ
とが可能である。ハイブリッドモードを用いると、放送事業者はＡＭ及びＦＭ信号を、高
品質で頑健性の高いデジタル信号と同時に継続して送信することができるため、事業者自
身及びその聴取者は現在の割当周波数を維持しながらアナログラジオをデジタルラジオに
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変換することができる。
【０００３】
　デジタル送信システムの特徴の１つはデジタル化された音声とデータとを同時に送信で
きる固有の能力にある。従って、この技術によると、ＡＭ及びＦＭラジオ局からの無線デ
ータサービスも可能となる。放送信号はアーティスト、歌のタイトルまたは放送局の呼出
符号のようなメタデータを含むことができる。イベント、交通及び天気についての特殊な
メッセージも含めることが可能である。例えば、ユーザーはラジオ局からの放送を聴きな
がらラジオ受信機のディスプレイ上で交通情報、天気予報、ニュース及びスポーツの結果
をスクロールして見ることができる。
【０００４】
　ＩＢＯＣ ＤＡＢ技術は、既存のアナログ放送フォーマットより優れたデジタル品質の
音声を提供可能である。各ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号は既存のＡＭまたはＦＭ割り当てチャン
ネルのスペクトルマスク内で送信されるため、スペクトルを新しく割り当てる必要がない
。ＩＢＯＣ ＤＡＢは、放送事業者がデジタル品質の音声を現在の聴取者に提供しながら
スペクトルの経済的利用を促進する。
【０００５】
　ＡＭまたはＦＭスペクトルの１つのチャンネルにより幾つかのプログラムまたはデータ
列を配信できるマルチキャスティング技術を用いると、放送局は多数のデータ列を主要周
波数のそれぞれ別個の補充またはサブチャンネル上で放送することができる。例えば、多
数のデータ列は予備の音楽フォーマット、地域の交通、天気、ニュース及びスポーツ情報
を含むことができる。補充チャンネルには伝統的な放送局の周波数と同じように同調また
は探索機能を用いてアクセスすることが可能である。例えば、アナログ変調信号の中心周
波数が９４．１ＭＨｚであれば、ＩＢＯＣ ＤＡＢにおける同じ放送の補充チャンネルを
９４．１－１、９４．１－２及び９４．１－３にすることができる。補充チャンネル上の
極めて特殊なプログラムを的を絞った聴取者に提供することにより、広告提供者はそのブ
ランドをプログラムのコンテンツと一体化する機会を増加することができる。本明細書に
使用する用語「マルチキャスティング」は、単一のデジタルラジオ放送チャンネルまたは
単一のデジタルラジオ放送信号上における１またはそれ以上のプログラムの送信を含む。
マルチキャスティングされるコンテンツは主要プログラムサービス（ＭＰＳ）、補充プロ
グラムサービス（ＳＰＳ）、プログラムサービスデータ（ＰＳＢ）及び／または他の放送
データを含むことができる。The National Association of Broadcasters and the Consu
mer Electronics AssociationがスポンサーであるThe National Radio Systems Committe
eは、２００５年９月にＮＲＳＣ－５Ａという表示名のＩＢＯＣ規格を採択した。ＮＲＳ
Ｃ－５Ａは、本願の一部として引用するが、デジタル音声及び補助的データをＡＭ及びＦ
Ｍ放送チャンネルで放送するための条件を明らかにしている。その規格及び参考文書は、
ＲＦ／送信サブシステム及びそのシステムのトランスポート及びサービス多重化サブシス
テムについての詳細な説明を含んでいる。その規格のコピーはＮＲＳＣから
http://www.nrscstandards.org/standards.asp で入手可能である。ＨＤラジオ（商標）
技術はアイビキュイティ・デジタル・コーポレイションにより開発されたもので、ＮＲＳ
Ｃ５Ａ ＩＢＯＣ規格を実現したものである。ＨＤラジオ（商標）技術に関するさらなる
情報はwww.hdradio.com または www.ibiquity.com で入手可能である。
【０００６】
　他のタイプのデジタルラジオ放送システムには、ＸＭラジオ、Ｓｉｒｉｕｓ及びＷｏｒ
ｌｄＳｐａｃｅのような衛星システムや、Ｄｉｇｉｔａｌ ＲａｄｉｏＭｏｎｄｉａｌｅ
（ＤＲＭ）、Ｅｕｒｅｋａ １４７（ブランド名：ＤＡＢ）、ＤＡＢバージョン２及びＦ
ＭｅＸｔｒａのような地上システムが含まれる。本明細書で用いる用語「デジタルラジオ
放送」は、インバンド・オンチャンネル放送を含むデジタル音声放送だけでなく他のデジ
タル地上波放送及び衛星放送を包含する。
【０００７】
　デジタルラジオ放送受信信号を記録し再生する方法及び装置をユーザーに提供すること
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が望ましい。さらに、ユーザーが特定のプログラムの記録を予約するか記録するプログラ
ムをジャンルまたは他のプログラム関連情報に基づいて選択し、多数のプログラムを一度
に記録し、１つのプログラムを１またはそれ以上の異なるプログラムを記録しながら聴取
できることが望ましい。また、再生時、プログラムサービスデータに基き、あるいは早送
り及び早戻し命令を用いて、記録済みプログラムコンテンツの間をナビゲーションできる
ことが望ましい。さらに、ファイルを個々に削除するか、ある特定の基準に従って一括し
て削除するか、または自動削除機能を用いるなどして記録済みプログラムコンテンツのた
めの記録空間を管理する能力をユーザーに提供することが望ましい。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明は、第１の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法を提供
する。この方法は、コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、符号化コンテン
ツを記録し、記録済み符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するステッ
プを含む。
【０００９】
　コンテンツはプロトコルデータユニットまたはパケットを含むことができる。記録済み
符号化コンテンツは論理プロトコルスタックに従って復号することにより復元可能である
。
【００１０】
　本発明は、別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法を提供す
る。この方法は符号化コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を第１のフォーマットで
受信し、符号化コンテンツを処理して第２のフォーマットに変換し、符号化コンテンツを
第２のフォーマットで記録し、記録済み符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツ
を復元するステップを含む。
【００１１】
　本発明は、別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機を提供
する。この受信機はコンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信する入力と、符号化
コンテンツを記録するメモリと、記録済み符号化コンテンツを復号して復号済みコンテン
ツを復元するプロセッサとを含む。
【００１２】
　コンテンツはプロトコルデータユニットまたはパケットを含むことができる。プロセッ
サは記録済み符号化コンテンツを論理プロトコルスタックに従って処理することができる
。
【００１３】
　本発明は、別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理するシステムを提
供する。このシステムは、コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信する受信機で
あって、符号化コンテンツを記録するメモリを含む受信機と、符号化コンテンツを再生す
るプレーヤであって符号化コンテンツを記録するメモリと、記録済み符号化コンテンツを
復号して復号済みコンテンツを復元するプロセッサとを含むプレーヤとを含む。
【００１４】
　本発明は、別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって
、２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを単一のデジタルラジオ放送チャンネル
上で受信し、マルチキャストコンテンツのうちの第１のコンテンツを再生すると同時にマ
ルチキャストコンテンツの第２のコンテンツを記録するステップを含む方法を提供する。
マルチキャストコンテンツは単一のデジタルラジオ放送信号上での受信が可能である。
【００１５】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機
であって、２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを単一のデジタルラジオ放送チ
ャンネル上で受信する入力と、マルチキャストコンテンツの第１のコンテンツを再生する
プロセッサと、マルチキャストコンテンツのうちの第２のコンテンツを同時に記録するメ
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モリとを有する受信機を提供する。
【００１６】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法で
あって、２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを単一のデジタルラジオ放送信号
上で受信し、それと同時に２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを記録するステ
ップを含む方法を提供する。
【００１７】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機
であって、２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを単一のデジタルラジオ放送チ
ャンネル上で受信する入力と、メモリと、メモリ内のマルチキャストコンテンツのうちの
２またはそれ以上のコンテンツを同時に記録するプロセッサとを有する受信機を提供する
。
【００１８】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法で
あって、デジタルラジオ放送チャンネル上のコンテンツを受信し、コンテンツを記録し、
デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい値以下であれば記録ステップを停止し
、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしきい値以上であれば記録ステップを回復
するステップを含む方法を提供するものである。
【００１９】
　本発明はさらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機で
あって、デジタルラジオ放送チャンネル上のコンテンツを受信する入力と、コンテンツを
記録するメモリと、コンテンツを記録し、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のし
きい値以下であれば記録動作を停止し、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準のしき
い値を超えれば記録動作を回復させるプロセッサとを有する受信機を提供する。本発明は
、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、以
前に記録したコンテンツを再生するステップと、複数のデジタルラジオ放送チャンネルを
同時にスキャンして予め選択されたコンテンツのタイプを検知し、予め選択されたタイプ
の新しいコンテンツを検知するとその新しいコンテンツを記録するステップより成る方法
を提供する。
【００２０】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機
であって、コンテンツを記録するメモリと、以前に記録したコンテンツを再生し、チュー
ナと協働して複数のデジタルラジオ放送チャンネルを同時にスキャンすることにより予め
選択されたコンテンツのタイプを検知し、予め選択したタイプの新しいコンテンツを検知
するとその新しいコンテンツを記録するプロセッサとを有する受信機を提供する。
【００２１】
　本発明はさらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であ
って、デジタルラジオ放送チャンネル上のコンテンツを受信し、そのコンテンツのセグメ
ントを継続的に記録し、新しいセグメントを記録すると前のセグメントを消去するステッ
プを含む方法を提供する。
【００２２】
　本発明は、さらに別の局面において、デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機
であって、デジタルラジオ放送チャンネル上のコンテンツを受信する入力と、コンテンツ
を記録するメモリと、コンテンツのセグメントを継続的に記録し、新しいセグメントが記
録されると前のセグメントを消去するプロセッサとを含む受信機を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】インバンド・オンチャンネルデジタル音声放送システムに用いる送信機のブロッ
ク図である。
【図２】ハイブリッドＦＭ ＩＢＯＣ波形の概略図である。
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【図３】拡張ハイブリッドＦＭ ＩＢＯＣ波形の概略図である。
【図４】全デジタルＦＭ ＩＢＯＣ波形の概略図である。
【図５】ハイブリッドＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ波形の概略図である。
【図６】全デジタルＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ波形の概略図である。
【図７】ＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機の機能ブロック図である。
【図８】ＦＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機の機能ブロック図である。
【図９ａ】放送の視点から見たＩＢＯＣ ＤＡＢ論理プロトコルスタックを示す図である
。
【図９ｂ】放送の視点から見たＩＢＯＣ ＤＡＢ論理プロトコルスタックを示す図である
。
【図１０】ＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機の単純化したブロック図である。
【図１１】受信機の視点から見たＩＢＯＣ ＤＡＢ論理プロトコルスタックを示す図であ
る。
【図１２】図１０の受信機の１つのスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフ
ェイスを示す。
【図１３】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１４】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１５】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１６】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１７】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１８】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【図１９】図１０の受信機の別のスクリーン表示を有する代表的なユーザーインターフェ
イスを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図面を参照して、図１はＦＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号の放送に使用可能なスタジオサイト
１０、ＦＭ送信機サイト１２及びスタジオから送信機へのリンク（ＳＴＬ）１４に関連す
るコンポーネントを示す機能的ブロック図である。スタジオサイトは、とりわけ、スタジ
オ自動化装置３４、アンサンブル・オペレーションズ・センター（ＥＯＣ）１６及びスタ
ジオ送信機リンク（ＳＴＬ）の送信機４８を含み、ＥＯＣはインポータ１８、エクスポー
タ２０及びエキサイタ補助サービスユニット（ＥＡＳＵ）２２を含む。送信機サイトはＳ
ＴＬ受信機５４、エキサイタエンジン(exgine）サブシステム５８を含むデジタルエキサ
イタ５６及びアナログエキサイタ６０を含む。図において、エクスポータはラジオ局のス
タジオサイトに常駐し、エキサイタは送信機サイトに位置するが、これらの要素を共に送
信機サイトに配置することが可能である。
【００２５】
　スタジオサイトでは、スタジオ自動化装置は主要プログラムサービス（ＭＰＳ）音声４
２をＥＡＳＵへ、ＭＰＳデータ４０をエクスポータへ、補充プログラムサービス（ＳＰＳ
）音声３８をインポータへ、またＳＰＳデータ３６をインポータへ供給する。ＭＰＳ音声
は主要音声プログラミングソースとして働く。ハイブリッドモードでは、それはアナログ
及びデジタル送信の両方で既存のアナログラジオプログラミングフォーマットを維持する
。プログラムサービスデータ（ＰＳＤ）としても知られるＭＰＳデータは、音楽タイトル
、アーティスト、アルバム名などのような情報を含む。補充プログラムサービスはプログ
ラム関連データだけでなく補充音声コンテンツを含むことができる。
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【００２６】
　インポータは最新アプリケーションサービス（ＡＡＳ）を供給するすハードウェア及び
ソフトウェアを含む。「サービス」はＩＢＯＣ ＤＡＢ放送を介してユーザーへ送られる
コンテンツであり、ＡＡＳはＭＰＳまたはＳＰＳとして分類されない任意タイプのデータ
を含むことができる。ＡＡＳデータの例には、リアルタイム交通及び天気情報、ナビゲー
ション地図更新情報または他の画像情報、電子プログラムガイド、マルチキャストプログ
ラミング、マルチメディアプログラミング情報、他の音声サービス及び他のコンテンツが
含まれる。サービスプロバイダ４４はＡＡＳのコンテンツを供給できるが、このサービス
プロバイダはサービスデータ４６をアプリケーション・プログラム・インターフェイス（
ＡＰＩ）を介してインポータへ提供する。サービスプロバイダはスタジオサイトに位置す
るかまたは外部にソースがある放送事業者でもよく、インポータは多数のサービスプロバ
イダ間のセッションの接続を確立することができる。インポータはサービスデータ４６、
ＳＰＳ音声３８、ＳＰＳデータ３６を符号化及び多重化してエクスポータリンクデータ２
４を発生させるが、このデータはデータリンクを介してエクスポータへ出力される。
【００２７】
　エクスポータ２０は、主要プログラムサービス及び局情報サービス（ＳＩＳ）を供給し
て放送するために必要なハードウェア及びソフトウェアを含む。ＳＩＳはコールサイン、
絶対時間、ＧＰＳに関連する位置情報などのような局情報を提供する。エクスポータは音
声インターフェイスを介してデジタルＭＰＳ音声２６を受取り、この音声を圧縮する。エ
クスポータはまた、ＭＰＳデータ４０、エクスポータリンクデータ２４及び圧縮したデジ
タルＭＰＳ音声２８を多重化してエキサイタリンクデータ５２を発生させる。加えて、エ
クスポータはその音声インターフェイスを介してアナログＭＰＳ音声２８を受け入れ、予
めプログラムされた遅延を適用して遅延済みアナログＭＰＳ音声信号３０を発生させる。
このアナログ音声はハイブリッドＩＢＯＣ ＤＡＢ放送のバックアップチャンネルとして
放送することが可能である。この遅延はデジタルＭＰＳ音声のシステム遅延を補償するも
のであり、受信機は時間シフトなしにデジタルプログラムとアナログプログラムを混合す
ることができる。ＡＭ送信システムでは、遅延済みＭＰＳ音声信号３０はエクスポータに
よりモノラル信号に変換され、エキサイタリンクデータ５２の一部としてＳＴＬへ直接送
られる。
【００２８】
　ＥＡＳＵ２２はスタジオ自動化装置からＭＰＳ音声４２を受け取り、それを適当なシス
テムクロックへレート変換し、その信号の２つのコピー、即ち１つのデジタルコピー（２
６）と、１つのアナログコピー（２８）を出力する。ＥＡＳＵはアンテナ２５に接続され
たＧＰＳ受信機を含む。ＧＰＳ受信機は、ＥＡＳＵがＧＰＳユニットを使用してエキサイ
タクロックへ同期されるマスタークロック信号の抽出を可能にする。ＥＡＳＵはエクスポ
ータにより使用されるマスターシステムクロックを提供する。ＥＡＳＵはまた、エクスポ
ータが壊滅的な故障によりもはや作動できない場合に、アナログＭＰＳ音声をバイパス（
または経路指定）してエクスポータを経由しないようにするために使用される。
【００２９】
　ＳＴＬ送信機４８は、遅延済みアナログＭＰＡ音声５０と、エキサイタリンクデータ５
２とを受信する。この送信機はエキサイタリンクデータ及び遅延済みアナログＭＰＳ音声
を、単方向または双方向のいずれかであるＳＴＬリンク１４を介して出力する。ＳＴＬリ
ンクは、例えば、デジタルマイクロ波またはイサーネットリンクでよく、標準のユーザー
データグラムプロトコル(User Datagram Protocol)または標準のＴＣＴ／ＩＰを使用して
もよい。
【００３０】
　送信機サイトは、ＳＴＬ受信機５４、エキサイタ５６及びアナログエキサイタ６０を含
む。ＳＴＬ受信機５４は、音声及びデータ信号と共に命令及び制御メッセージを含むエキ
サイタリンクデータをＳＴＬリンク１４を介して受信する。エキサイタリンクデータはＩ
ＢＯＣ ＤＡＢ波形を発生させるエキサイタ５６へ送られる。エキサイタは、ホストプロ
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セッサ、デジタルアップコンバータ、ＲＦアップコンバータ及びエックスジン(exgine)サ
ブシステム５８を含む。エックスジンは、エキサイタリンクデータを受けてＩＢＯＣ Ｄ
ＡＢ波形のデジタル部分を変調する。エキサイタ５６のデジタルアップコンバータは、エ
ックスジン出力のベースバンド部分をデジタルからアナログへ変換する。デジタルからア
ナログへの変換は、ＥＡＳＵから抽出されるエクスポータのＧＰＳに基づくクロックの変
換と同様に、ＧＰＳクロックに基づく。したがって、エキサイタ５６はＧＰＳユニット及
びアンテナ５７を含む。エクスポータクロックとエキサイタクロックを同期させる別の方
法は、本願の一部として引用する米国特許出願第１１／０８１，２６７号（公開番号第２
００６／０２０９９４１ Ａ１）に記載されている。エキサイタのＲＦアップコンバータ
はアナログ信号を適当なインバンドチャンネル周波数へ上方変換する。上方変換された信
号はその後、高出力増幅器６２及びアンテナ６４へ送られて放送される。ＡＭ送信システ
ムでは、エックスジンサブシステムはバックアップアナログＭＰＳ音声をハイブリッドモ
ードにおいてデジタル波形にコヒーレントに付加するため、ＡＭ送信システムにはアナロ
グエキサイタ６０を含まれない。加えて、エキサイタ５６は位相及び振幅情報を発生し、
アナログ信号は直接、高出力増幅器へ出力される。
【００３１】
　ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号は種々の波形を用いてＡＭ及びＦＭラジオバンドの両方で送信可
能である。これらの波形には、ＦＭハイブリッドＩＢＯＣ ＤＡＢ波形、ＦＭ全デジタル
ＩＢＯＣ　ＤＡＢ波形、ＡＭハイブリッドＩＢＯＣ ＤＡＢ波形、ＡＭ全デジタルＩＢＯ
Ｃ ＤＡＢ波形が含まれる。
【００３２】
　図２は、ハイブリッドＦＭ ＩＢＯＣ波形７０の概略図である。この波形は、放送チャ
ンネル７４の中心に位置するアナログ変調信号７２と、上側波帯７８にある第１の複数の
等間隔直交周波数分割多重化サブキャリア７６と、下側波帯８２にある第２の複数の等間
隔直交周波数分割多重化サブキャリア８０とを含む。デジタル変調サブキャリアは複数の
パーティションに分割され、種々のサブキャリアが基準サブキャリアと表示されている。
１つの周波数パーティションは、１８個のデータサブキャリアと１つの基準サブキャリア
を含む１９個のＯＦＤＭサブキャリアより成る群である。
【００３３】
　ハイブリッド波形は、アナログＦＭ変調信号にデジタル変調された一次主サブキャリア
を加えたものである。これらのサブキャリアの周波数は等間隔であり、各サブキャリアの
位置は－５４６から＋５４６まで番号を付してある。図２の波形では、サブキャリアは＋
３５６から＋５４６及び－３５６から－５４６の位置にある。それぞれの一次主側波帯は
１０個の周波数パーティションより成る。一次主側波帯に含まれるサブキャリア５４６及
び－５４６はさらに別の基準サブキャリアである。各サブキャリアの振幅は振幅スケール
係数によりスケーリングすることができる。
【００３４】
　図３は、拡張ハイブリッドＦＭ ＩＢＯＣ波形９０の概略図である。拡張ハイブリッド
波形は、ハイブリッド波形に存在する一次主側波帯に一次拡張側波帯９２、９４を付加す
ることにより生まれる。サービスモードによるが、１個、２個または４個の周波数パーテ
ィションを各一次主側波帯の内側端縁部に付加することができる。拡張ハイブリッド波形
は、アナログＦＭ信号に加えてデジタル変調一次主サブキャリア（サブキャリア＋３５６
乃至＋５４６及び－３５６乃至－５４６）と、幾つかのまたは全ての一次拡張サブキャリ
ア（サブキャリア＋２８０乃至＋３５５及び－２８０乃至－３５５）とを含む。
【００３５】
　上方の一次拡張側波帯は、サブキャリア３３７乃至３５５（１つの周波数パーティショ
ン）、３１８乃至３５５（２つの周波数パーティション）または２８０乃至３５５（４つ
の周波数パーティション）を含む。下方の一次拡張側波帯は、サブキャリア－３３７乃至
－３５５（１つの周波数パーティション）、－３１８乃至－３５５（２つの周波数パーテ
ィション）または－２８０乃至－３５５（４つの周波数パーティション）を含む。各サブ
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キャリアの振幅は振幅スケール係数によりスケーリング可能である。
【００３６】
　図４は、全デジタルＦＭ ＩＢＯＣ波形１００の概略図である。全デジタル波形はアナ
ログ信号を停止し、一次デジタル側波帯１０２、１０４の帯域幅を完全に拡張し、アナロ
グ信号により空いたスペクトルに低出力の二次側波帯１０６、１０８を付加することによ
り構成される。図示の実施例における全デジタル波形は、サブキャリア位置－５４６乃至
＋５４６にデジタル変調サブキャリアを含むが、アナログＦＭ信号はない。
【００３７】
　全デジタル波形の各一次側波帯には、１０個の主周波数パーティションに加えて全部で
４個の拡張周波数パーティションが存在する。各二次パーティションは１０個の二次主（
ＳＭ）周波数パーティション及び４個の二次拡張（ＳＸ）周波数パーティションをも有す
る。しかしながら、一次側波帯とは異なり、二次主周波数パーティションはチャンネルの
中心に近い所にマッピングされ、拡張周波数パーティションは中心からさらに離れたとこ
ろにある。
【００３８】
　各二次側波帯はまた、１２個のＯＦＤＭサブキャリアと基準サブキャリア２７９、－２
７９を含む小さな二次保護（ＳＰ）領域１１０、１１２をサポートする。これらの側波帯
は、アナログまたはデジタル障害により影響を受ける可能性が最も少ないスペクトル領域
に位置するため「保護」領域と呼ばれる。さらに別の基準サブキャリアがチャンネルの中
心（０）に配置される。ＳＰ領域の周波数パーティションの順序はＳＰ領域が周波数パー
ティションを含まないため適用されない。
【００３９】
　各二次主側波帯はサブキャリア１から１９０または－１から－１９０へまたがる。上方
の二次拡張側波帯はサブキャリア１９１乃至２６６を含み、上方の二次保護側波帯はサブ
キャリア２６７乃至２７８と、さらに別の基準サブキャリア２７９を含む。下方の二次拡
張側波帯はサブキャリア－１９１乃至－２６６を含み、下方の二次保護側波帯はサブキャ
リア－２６７乃至－２７８と、さらに別の基準サブキャリア－２７９を含む。完全デジタ
ルのスペクトルの周波数の全幅は３９６，８０３Ｈｚである。各サブキャリアの振幅は振
幅スケール係数によりスケーリング可能である。二次側波帯の振幅スケール係数はユーザ
ーにより選択可能である。４つのうち任意の１つは二次側波帯に適用するために選択可能
である。
【００４０】
　各波形において、デジタル信号は直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）により変調される
。ＯＦＤＭは、データ列が同時に送信される多数の直交サブキャリアを変調する並列変調
方式である。ＯＦＤＭは固有の柔軟性を備えており、種々の群のサブキャリアへの論理チ
ャンネルのマッピングを容易に行なうことができる。
【００４１】
　ハイブリッド波形では、デジタル信号はハイブリッド波形のアナログＦＭ信号の各側の
一次主（ＰＭ）側波帯において送信される。各側波帯の出力レベルはアナログＦＭ信号の
全出力よりもかなり低い。アナログ信号はモノラルまたはステレオであって、子機通信許
可（ＳＣＡ）チャンネルを含む。
【００４２】
　拡張ハイブリッド波形では、ハイブリッド側波帯の帯域幅はデジタル容量を増加するた
めにアナログＦＭ信号の方へ拡張可能である。各一次主側波帯の内側端縁部に割り当てら
れるこの付加的なスペクトルを一次拡張（ＰＸ）側波帯と呼ぶ。
【００４３】
　全デジタル波形はアナログ信号がなく、一次デジタル側波帯の帯域幅が拡張ハイブリッ
ド波形のように完全に拡張されている。加えて、この波形は低電力のデジタル二次側波帯
をアナログＦＭ信号により空いたスペクトルで送信するのを可能にする。
【００４４】
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　図５は、ＡＭハイブリッドＩＢＯＣ ＤＡＢ波形１２０の概略図である。このハイブリ
ッドフォーマットは、ほぼ３０ｋＨｚ幅のＤＡＢ信号１２４と共に従来のＡＭアナログ信
号１２２（約±５ｋＨｚのバンドに制限されている）を含む。このスペクトルは約３０ｋ
Ｈｚの帯域幅を有するチャンネル１２６内に収まる。このチャンネルは上方の周波数バン
ド１３０と、下方の周波数バンド１３２とに分割される。上方のバンドは、チャンネルの
中心周波数から中心周波数から約＋１５ｋＨｚ離れた所まで延びる。下方のバンドは中心
周波数から約－１５ｋＨｚの所まで延びる。
【００４５】
　ＡＭハイブリッドＩＢＯＣ ＤＡＢ信号フォーマットは、一例として、アナログ変調キ
ャリア信号１３４と、上方及び下方のバンドをまたぐＯＦＤＭサブキャリア位置とより成
る。送信すべき音声またはデータ信号（プログラム材）を表す符号化されたデジタル情報
はこれらのサブキャリア上で送信される。シンボルレートはシンボル間のガード時間によ
りサブキャリアの間隔よりも小さい。
【００４６】
　図５に示すように、上方のバンドは一次セクション１３６、二次セクション１３８及び
三次セクション１４４に分割される。下方のバンドは一次セクション１４０、二次セクシ
ョン１４２、三次セクション１４３に分割される。この説明のために、三次セクション１
４３及び１４４は、図５において複数群のサブキャリア１４６、１４８、１５０、１５２
を含むものと考えることができる。チャンネルの中心に近い所に位置する三次セクション
内のサブキャリアを内側サブキャリアと呼び、チャンネルの中心から離れた所に位置する
三次セクション内のサブキャリアを外側サブキャリアと呼ぶ。この例では、群１４８、１
５０の内側サブキャリアの出力レベルは中心周波数からの周波数間隔が大きくなるに従っ
て線形的に減少するように示されている。三次セクションの残りの群のサブキャリア１４
６、１５２は実質的に一定の出力レベルである。図５はまた、システム制御のための２個
の基準サブキャリア１５４、１５６を示すが、これらのレベルはそれ以外の側波帯とは異
なる値に固定されている。
【００４７】
　デジタル側波帯のサブキャリアの出力はアナログＡＭ信号の全出力よりも有意に低い。
所与の一次または二次セクション内の各ＯＦＤＭサブキャリアのレベルは一定値に固定さ
れている。一次または二次セクションは相対的にスケーリングすることが可能である。さ
らに、状態及び制御情報は主キャリアの両側に位置する基準サブキャリア上で送信される
。ＩＢＯＣデータサービス（ＩＤＳ）チャンネルのような別個の論理チャンネルは、上方
及び下方二次側波帯の周波数端縁部のすぐ上または下の個々のサブキャリアで送信可能で
ある。各一次ＯＦＤＭサブキャリアの出力レベルは未変調主アナログキャリアに関して固
定されている。しかしながら、二次サブキャリア、論理チャンネルサブキャリア及び三次
サブキャリアの出力レベルは調整可能である。
【００４８】
　アナログ変調キャリア及びデジタル変調サブキャリアは、図５の変調フォーマットを用
いることにより、米国内での標準ＡＭ放送用として規定されたチャンネルマスク内で送信
される。ハイブリッドシステムは同調及びバックアップのためにアナログＡＭ信号を使用
する。
【００４９】
　図６は、全デジタルＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ波形のサブキャリア割り当てを示す概略図で
ある。全デジタルＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号１６０は主サブキャリアと呼ばれる第１及び
第２の群の等間隔サブキャリアの１６２、１６４を含み、これらは上方及び下方バンド１
６６、１６８に位置する。それぞれ二次及び三次サブキャリアと呼ぶ第３及び第４の群の
サブキャリア１７０、１７２も上方及び下方バンド１６６、１６８内に位置する。第３の
群の２つの基準サブキャリア１７４、１７６はチャンネル中心に最も近い所にある。サブ
キャリア１７８、１８０はプログラム情報データの送信に使用可能である。
【００５０】
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　図７は、ＡＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機２００の単純化した機能的ブロック図である。受
信機は、アンテナ２０４に接続された入力２０２と、チューナまたはフロントエンド２０
６と、ライン２１０上にベースバンド信号を発生させるデジタルダウンコンバータ２０８
とを含む。アナログ復調器２１２は、ベースバンド信号のアナログ変調部分を復調してラ
イン２１４上にアナログ音声信号を発生させる。デジタル復調器２１６はベースバンド信
号のデジタル変調部分を復調する。デジタル信号は、その後、デインターリーバ２１８に
よりデインターリービング処理を受け、ビタビ復号器２２０により復号される。サービス
復調器２２２は主及び補充プログラム信号をデータ信号から分離する。プロセッサ２２４
はプログラム信号を処理してライン２２６上にデジタル音声信号を発生させる。アナログ
音声信号と主要デジタル音声信号とをブロック２２８に示すように混合するかまたは補充
デジタル音声信号がこのブロックを通過するようにしてライン２３０上に音声出力を発生
させる。データプロセッサ２３２はデータ信号を処理し、ライン２３４、２３６及び２３
８上にデータ出力信号を発生させる。データ信号は、例えば、局情報サービス（ＳＩＳ）
、主要プログラムサービスデータ（ＭＰＳＤ）、補充プログラムサービスデータ（ＳＰＳ
Ｄ）及び１またはそれ以上の補助アプリケーションサービス（ＡＡＳ）を含むことができ
る。
【００５１】
　図８は、ＦＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機２５０の単純化した機能的ブロック図である。こ
の受信機は、アンテナ２５４に接続された入力２５２と、チューナまたはフロントエンド
２５６と、ライン２６０上にベースバンド信号を発生させるデジタルダウンコンバータ２
５８とを有する。アナログ復調器２６２はベースバンド信号のアナログ変調部分を復調し
てライン２６４上にアナログ音声信号を発生させる。側波帯信号はブロック２６６に示す
ように隔離され、フィルタリングを受けた後（ブロック２６８）、復調されて（ブロック
２７２）、ベースバンド信号のデジタル変調部分が復調される。デジタル信号はその後、
デインターリーバ２７４によるデインターリービング処理を受け、ビタビ復号器２７６に
より復号される。サービス復調器２７８は主要及び補充プログラム信号をデータ信号から
分離する。プロセッサ２８０は主要及び補充プログラム信号をデータ信号から分離する。
プロセッサ２８０は主要及び補充プログラム信号を処理してライン２８２上にデジタル音
声信号を発生させる。アナログ音声信号と主要デジタル音声信号とをブロック２８４で示
すように混合するかまたは補充プログラム信号をそのブロックを通過させることによりラ
イン２８６上に音声出力を発生させる。データプロセッサ２８８はデータ信号を処理し、
ライン２９０、２９２及び２９４上にデータ出力信号を発生させる。データ信号は、例え
ば、局情報サービス（ＳＩＳ）、主要プログラムサービスデータ（ＭＰＳＤ）、補充プロ
グラムサービスデータ（ＳＰＳＤ）及び１またはそれ以上の補助アプリケーションサービ
ス（ＡＡＳ）を含むことができる。
【００５２】
　実際には、図７及び８の受信機に示す信号処理機能の多くは１またはそれ以上の集積回
路を用いて実現することが可能である。
【００５３】
　図９ａ及び９ｂは、送信機の視点から見たＩＢＯＣ ＤＡＢ論理プロトコルスタックを
示す図である。受信機の視点から見ると、論理スタックは反対方向に展開される。プロト
コルスタック内の種々のエンティティ間を送られるデータの大部分はプロトコルデータユ
ニット（ＰＤＵ）形式である。ＰＤＵはプロトコルスタックの特定のレイヤー（またはレ
イヤー内のプロセス）により発生される構造化したデータブロックである。所与のレイヤ
ーのＰＤＵはスタックの次に高いレイヤーからのＰＤＵを包含しそして／またはそのレイ
ヤー（またはプロセス）自体を起源とするコンテンツデータ及びプロトコル制御情報を含
む場合がある。送信機プロトコルスタックの各レイヤー（またはプロセス）により発生さ
れるＰＤＵは、受信機プロトコルスタックの対応レイヤー（またはプロセス）への入力で
ある。
【００５４】
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　図９ａ及び９ｂに示すように、構成及び制御情報をプロトコルスタック内の種々のエン
ティティへ供給するシステム機能である構成アドミニストレータ３３０がある。この構成
／制御情報はユーザーが規定する設定と、ＧＰＳ時間及び位置のようなシステム内から発
生される情報を含むことができる。サービスインターフェイス３３１はＳＩＳを除く全て
のサービスのためのインターフェイスを表す。このサービスインターフェイスは種々のタ
イプのサービスのそれぞれにとって異なる場合がある。例えば、ＭＰＳ音声及びＳＰＳ音
声では、サービスインターフェイスは音声カードの場合がある。ＭＰＳデータ及びＳＰＳ
データでは、インターフェイスは異なるアプリケーションプログラムインターフェイス（
ＡＰＩ）より成る。他の全てのデータサービスでは、インターフェイスは単一のＡＰＩよ
り成る。音声コーデック３３２はＭＰＳ音声及びＳＰＳ音声の両方を符号化してＭＰＳ及
びＳＰＳ符号化パケット列を発生させ、これらのパケット列は音声トランスポート３３３
へ送られる。音声コーデック３３２はまた、未使用容量状態をシステムの他の部分へ中継
することによりオポチュニスティックデータを含めるのを可能にする。ＭＰＳ及びＳＰＳ
データはプログラムサービスデータ（ＰＳＤ）トランスポート３３４により処理されてＭ
ＰＳ及びＳＰＳデータＰＤＵを発生させ、これらは音声トランスポート３３３へ送られる
。音声トランスポート３３３は符号化された音声パケット及びＰＳＤ ＰＤＵを受信し、
圧縮された音声及びプログラムサービスデータを両方含むビット列を出力する。ＳＩＳト
ランスポート３３５は構成アドミニストレータからＳＩＳデータを受信し、ＳＩＳ ＰＤ
Ｕを発生させる。ＳＩＳ ＰＤＵは局同定及び位置情報と共にＧＰＳに関連する絶対時間
及び位置情報を含むことができる。ＡＡＳトランスポート３３６は音声トランスポートか
らのオポチュニスティック帯域幅データだけでなくサービスインターフェイスからのＡＡ
Ｓデータを受信し、サービスパラメータの品質に基づかせることが可能なＡＡＳデータＰ
ＤＵを発生させる。トランスポート及び符号化機能は一括してプロトコルスタックのレイ
ヤー４と呼び、対応のトランスポートＰＤＵはレイヤー４ＰＤＵまたはＬ４ＰＤＵと呼ぶ
。チャンネル多重化レイヤーであるレイヤー２（３３７）はＳＩＳトランスポート、ＡＡ
Ｓデータトランスポート及び音声トランスポートからトランスポートＰＤＵを受信し、そ
れらをフォーマットしてレイヤー２ＰＤＵにする。レイヤー２ＰＤＵはプロトコル制御情
報及びペイロードを含むが、これらは音声、データまたは音声とデータの組み合わせの場
合がある。レイヤー２ＰＤＵは正確な論理チャンネルを通ってレイヤー１（３３８）へ経
路指定されるが、論理チャンネルとはＬ１ＰＤＵを特定のサービス等級でレイヤー１を通
す信号パスである。サービスモードに応じて多数のレイヤー１論理チャンネルが存在する
が、サービスモードとはスループット、性能レベル、選択された論理チャンネルを特定す
る動作パラメータの特定の構成である。アクティブなレイヤー１論理チャンネルの数及び
それらを規定する特性はサービスモードにより異なる。状態情報もレイヤー２とレイヤー
１との間で送られる。レイヤー１はレイヤー２からのＰＤＵ及びシステム制御情報を送信
するためにＡＭまたはＦＭ ＩＢＯＣ ＤＡＢ波形に変換する。レイヤー１の処理にはスク
ランブリング、チャンネル符号化、インターリービング、ＯＦＤＭサブキャリアのマッピ
ング及びＯＦＤＭ信号の発生を含むことができる。ＯＦＤＭ信号発生の出力は特定のシン
ボルについてＩＢＯＣ信号のデジタル部分を表す複素ベースバンド時間領域パルスである
。離散シンボルを連接処理して連続した時間領域波形を発生させるが、これを変調すると
送信用のＩＢＯＣ波形となる。
【００５５】
　図１０は、記録及び再生機能の実現を可能にするコンポーネントを備えたＩＢＯＣ Ｄ
ＡＢ受信機の単純化したブロック図である。受信機はラジオ信号を受信するＡＭアンテナ
３４２及びＦＭアンテナ３４３に接続する入力を備えたチューナ３４１を有し、これらの
ラジオ信号は全デジタル、全アナログまたはハイブリッドＩＢＯＣ波形で変調されている
。チューナはフロントエンド回路３４５へ送られる中間周波数（ＩＦ）信号３４４を発生
るが、この回路はＩＦ信号をベースバンド信号３４６に変換する。プロセッサ３４７はベ
ースバンド信号を図９ａ及び９ｂにより説明する論理プロトコルスタックに従って処理す
ることにより復号済みデジタル音声信号３４８及び復号済みデジタルデータ信号３４９を
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発生させる。デジタル－アナログコンバータ３５０は復号済みデジタル音声信号をアナロ
グ信号に変換してその信号を増幅器３５１へ送る。１個またはそれ以上のスピーカ、ヘッ
ドホンまたは他の任意タイプの音声出力装置でよい出力装置３５２は音声出力を発生させ
る。復号済みデジタルデータ信号３４９はホストコントローラ３５３へ送られる。ホスト
コントローラはデジタル信号をユーザーインターフェイス３５４へ送るが、このインター
フェイスはテキストまたは映像のような可視データを出力するディスプレイ３５５を含む
ことができる。ユーザーインターフェイスの１つの形式を図１２－１９に関連して詳細に
説明する。ホストコントローラはまた、プロセッサ及びユーザーインターフェイスと状態
及び制御情報３５７を交換する。
【００５６】
　受信機はプロセッサが使用するメモリ３５８、３５９と、ユーザーにより選択されるプ
ログラムコンテンツを記録するメモリ３６０とを有するが、メモリはプロセッサと通信す
るためのメモリバスを共用する。メモリ３６０はマルチメディアカード（ＭＭＣ）のよう
な取外し不可の記録装置であるのが好ましい。他の適当なタイプの記録装置としてハード
ディスク、フラッシュメモリ、ＵＳＢメモリ、メモリスティックなどを用いることが可能
である。
【００５７】
　さらに、ホストコントローラはファイルシステム機能及びＳＡＰ（記録及びプレイ、記
録及び再生とも呼ばれる）制御機能を含む命令処理機能を実行する。ファイルシステム機
能は、記録装置が使用するファイルシステムの初期化及びフォーマット、記録装置の状態
の特定、記録装置に記録されたファイルの状態の特定、ファイル記述の取得、ファイルの
消去及びファイルディレクトリの更新を含むことができる。ＳＡＰ制御機能は、デジタル
音声プログラムの記録、再生モードの可能化または無効化、デジタル音声プログラムの再
生、再生時における記録済みファイルのナビゲーション及び再生及び記録状態情報の表示
を含むことができる。代表的なナビゲーション命令は、早送り、戻し、一時休止、再スタ
ート、次のＰＳＤメッセージへの前進、前のＰＳＤメッセージへの戻しを含むことができ
る。プログラムコンテンツを記録するために、プロセッサは受信機の視点から見てベース
バンド信号を論理プロトコルスタックに従って処理することにより、記録装置により記録
されるカプセル化された符号化パケット３６１を発生させる。図１１は、記録及び再生機
能を実現するための受信機の視点から見た論理プロトコルスタックを示す。ＨＤラジオ（
商標）波形は物理的レイヤーであるレイヤー１（５６０）により受信されるが、このレイ
ヤーはその信号を復調して、論理チャンネルに分離する処理を行なう。論理チャンネルの
数及び種類はサービスモードにより異なるが、論理チャンネルＰ１－Ｐ３、ＰＩＤＳ、Ｓ
１－Ｓ５及びＳＩＤＳを含むことができる。レイヤー１は論理チャンネルに対応するＬ１
 ＰＤＵを発生し、そのＰＤＵをレイヤー２（５６５）へ送るが、このレイヤーはＬ１ Ｐ
ＤＵを逆多重化することにより主要プログラムサービス及び任意の補充プログラムサービ
スのためＳＩＳ ＰＤＵ、ＡＡＳ ＰＤＵ、ＰＳＤ ＰＤＵと、列０（コア）音声ＰＤＵ及
び列１（オプションである増強された）音声ＰＤＵを発生させる。その後、ＳＩＳ ＰＤ
ＵはＳＩＳトランスポート５７０により処理されてＳＩＳデータが発生するが、ＡＡＳ 
ＰＤＵはＡＡＳトランスポート５７５により処理されてＡＡＳデータが発生し、またＰＤ
Ｓ ＰＤＵはＰＳＰトランスポート５８０により処理されてＭＰＳデータ（ＭＰＳＤ）及
び任意のＳＰＳデータ（ＳＰＳＤ）が発生する。ＳＩＳデータ、ＡＡＳデータ、ＭＰＳＤ
及びＳＰＳＤはその後ユーザーインターフェイス５９０へ送られる。ＳＩＳデータはその
後、ユーザーによりリクエストされた場合は表示可能である。同様に、ＭＰＳＤ、ＳＰＳ
Ｄ及び任意のテキストベースまたはグラフィカルＡＡＳデータを表示することができる。
列０及び列１ＰＤＵは音声トランスポート５９０及び音声復号器５９５より成るレイヤー
４により処理される。ＨＤラジオ（商標）波形上の受信プログラム数に対応する最大Ｎ個
の音声トランスポートが存在することがある。各音声トランスポートは、各受信プログラ
ムに対応する符号化ＭＰＳパケットまたはＳＰＳパケットを発生する。レイヤー４は記録
、再生プログラムのような命令を含むユーザーインターフェイスからの制御情報を受信す
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る。レイヤー４はまた、状態情報をユーザーインターフェイスへ提供する。ユーザーが受
信プログラムを聴こうとして選択している場合、音声トランスポートは対応の符号化パケ
ットを音声復号器へ送るが、この復号器はパケットを復号してＰＣＭデータの形の復号済
み音声を発生させ、このＰＣＭデータはその後デジタル－アナログコンバータ６００に出
力された後、スピーカ６０５により音声出力として出力される。ユーザーが記録しようと
して１またはそれ以上のプログラムを選択している場合、音声トランスポートにより発生
される対応のＭＰＳ及び／またはＳＰＳ符号化パケットは関連のプログラム特定データに
よりカプセル化されてカプセル化された符号化パケットとなり、これらのパケットはその
後図１０に示すメモリ３６０のような記録メディアへ送られる。受信機が記録済みコンテ
ンツを再生すると、カプセル化された符号化コンテンツが記録装置からレイヤー４へ提示
され、そこで音声トランスポートが符号化音声データとＰＳＤを分離する。符号化音声コ
ンテンツはその後、音声復号器により復号される結果、復号化コンテンツ（ＰＣＭサンプ
ル）が発生するが、このコンテンツはその後ＤＡＣへ送られる。加えて、対応のＰＳＤが
ホストコントローラにより利用可能な状態となる。
【００５８】
　受信機が信号をレイヤー２及びトランスポート機能により処理した後、カプセル化され
た符号化音声パケット及び対応のプログラムサービスデータを図１１に示すように記録す
るのが好ましいが、受信機は信号をプロトコルスタックの任意のレイヤーで処理した後に
対応のＰＤＵまたはパケットを記録するようにしてもよい。その後、音声パケットの残り
の処理及び復号が再生時に実行される。さらに別の例として、受信機は信号をプロトコル
スタックのレイヤー１で処理した後にＬ２ ＰＤＵを記録するかまたはＬ２ ＰＤＵをプロ
トコルスタックのレイヤー２に従って逆多重化した後、その結果生じたＳＩＳ、ＭＰＳ、
ＳＰＳ、ＡＡＳデータＰＤＵを記録するようにしてもよい。その後、残りの処理は再生時
に実行される。
【００５９】
　オプションとして、ユーザーはファイル内のコンテンツを論理プロトコルスタックに従
いカプセル化された符号化パケットとして記録するかまたはＭＰ３のような別のフォーマ
ットに変換するかを選択することができる。従って、カプセル化された符号化パケットを
別の符号化フォーマットにコード変換し、新しいフォーマットで記録し、再生時に復号す
ることができる。あるいは、カプセル化された符号化パケットを復号し、新しいフォーマ
ットに再び符号化し、記録した後、再生時に復号することができる。　
【００６０】
　ＰＤＵ及び／または符号化音声及び／またはデータより成るパケットを符号化コンテン
ツと呼称する。符号化コンテンツは、デジタルラジオ信号がマルチキャスティングを利用
する時のように２以上のプログラムから抽出可能である。符号化コンテンツを記録すると
、単一のチューナにより単一のデジタルラジオ信号上で受信される複数のプログラムまた
はプログラムの複数部分を効率的に記録することができる。符号化コンテンツはその後、
再生のためにさらなる処理を受ける。記録済み符号化コンテンツが多数のプログラムから
抽出される時、記録済みプログラムのうちの任意の１つに対応するコンテンツを一度に選
択して再生することができる。
【００６１】
　図１０に示すプロセッサは、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロプロセッサ
、マイクロコントローラ、特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）またはこれらタイプの集積回路
のうちの１またはそれ以上の任意の組み合わせでよい。さらに、本明細書に記載したプロ
セッサとホストコントローラの機能は任意の１またはそれ以上の集積回路に展開させても
よい。加えて、受信信号のデジタル及びアナログ復調は同一のまたは異なる集積回路によ
り実行させてもよく、受信機はオプションとしてアナログ復調または処理能力を具備しな
い場合がある。さらに別の選択肢として、図１０に示す装置の受信及び記録／再生能力を
１またはそれ以上の装置にわたって分岐させてもよい。例えば、携帯用再生装置のための
ドッキングステーションは符号化パケット及び／またはＰＤＵを発生させた後記録させる
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ためにＩＢＯＣ ＤＡＢ波形を受信し部分的に処理する回路及び機能を含むことができる
。例えば、ＭＰ３プレーヤのような携帯用再生装置がドッキングステーションにドッキン
グされている時、符号化済みパケット及び／またはＰＤＵをプレーヤに転送しそれに記録
させることが可能である。ユーザーが記録済みのコンテンツを聞きたい場合、そのコンテ
ンツを復号して再生する。
【００６２】
　記録済みコンテンツは離散ファイルとして記録できる。これらのファイルはファイル割
当て表（ＦＡＴ）ファイルシステムを用いて記録させる。新しいファイルを削除したファ
イルにより空いた空間に書き込む。例えば、ユーザーが１２個のファイルを以前記録した
後、ファイル２、８及び１１を削除する場合、新しいファイルは新しく利用可能になった
メモリを利用する。各ファイルには唯一無二のファイル名を割当てる。ファイルの命名に
ついては任意の取り決めを用いることができる。１つのシステムは放送周波数、時間及び
日付、プログラムタイプ、プログラム番号、プログラム名、放送局名を含むファイルコン
テンツに関する情報をひとつなぎにする。この情報をファイルコンテンツの一部として記
録してもよい。ファイルはまた、全ファイル時間、コーデックモード、存在する圧縮（符
号化）された列数、現在選択されているプログラムのデジタル音声に適用される受信機の
音声利得の大きさ、ビットレート、プログラム音声処理、プログラムアクセス許可、コン
テンツＩＤ、ＰＦＤパケットの数及びナビゲーションフラッグのようなパラメータを含む
。最大ファイルサイズは利用可能なメモリの記録量に基づく。使用するメモリはコンテン
ツの記録に好適な任意サイズのものでよく、少なくとも５１２ＭＢであるのが好ましい。
データレートを９６Ｋｂｐｓとすると、５１２ＭＢのメモリは約１０時間のプログラムコ
ンテンツを記録できるであろう。
【００６３】
　ＰＳＤが利用可能な時のプログラムサービスデータメッセージ及び／またはＩＤ３タグ
は、再生時にユーザーにタイトル、アーティスト、アルバム、ジャンル及び他の情報のよ
うな情報を含む記録済みコンテンツの記述が提供されるように各ファイルについて記録さ
せるのが好ましい。ＩＤ３タグに関連のさらなる情報については、www.id3.org  で得ら
れる規格及び仕様書類を参照されたい。ホストコントローラは、記録済みコンテンツを再
生しながら、Get_PSD命令を用いてＰＳＤメッセージを取り出し、そのッセージを復号す
ることができる。ホストコントローラは、生放送記録時に、ＰＳＤ情報を取り出し中であ
る場合、デジタル音声プログラムのＰＳＤメッセージは記録される。ホストコントローラ
が生放送記録時にＰＳＤ情報を取り出し中でない場合は、デジタル音声プログラムのＰＳ
Ｄメッセージは記録されない。放送局がＰＳＤ情報を送信中でない場合、生放送記録時に
０のＰＳＤメッセージが記録される。ＰＳＤメッセージは記録済みファイルを再生するた
めに前進させるためにも使用される。能動的記録時には、ＰＳＤソースは生のデジタル音
声信号列内にある。再生時、ＰＳＤソースは記録済みデジタル音声ファイル内にある。「
生」または「現在の」ＰＳＤ情報の表示は再生モード時は不可能である。同一プログラム
の能動的記録と再生が同時に進行中であり、Get_PSD命令が発せられる場合、ホストコン
トローラは記録済みファイルに記録されたＰＳＤメッセージを受信する。能動的記録（空
中）に関連する現在のＰＳＤメッセージはホストコントローラへは送られない。異なるプ
ログラムについて能動的記録と再生が同時に進行中であり、Get_PSD命令が発せられる場
合、ホストコントローラは記録済みファイルに記録されたＰＳＤメッセージを受信する。
能動的記録（空中）に関連のある現在のＰＳＤメッセージはアクセス不可であり、後でホ
ストコントローラへ送られることはない。
【００６４】
　ユーザーにはプログラムコンテンツを記録するための幾つかのオプションがあり、それ
にはＡＭまたはＦＭデジタルコンテンツ及び主要または補充プログラミングを含むことが
できるのが好ましい。例えば、受信機のユーザーインターフェイス上の適当なボタンを押
すと、ユーザーは放送中にプログラムの記録を開始することができる。受信機は、メモリ
がいっぱいになるまで、信号が失われるか同調をはずれるまで、もしくはユーザーが記録
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を停止するまで、コンテンツを記録する。ユーザーは所定の記録時間をプログラムするこ
とも可能である。従って、放送中のプログラムを聞いていて記録を開始したい場合、受信
機は所定の記録時間が切れるまで、メモリがいっぱいになるまで、信号が失われるか同調
をはずれるまで、もしくはユーザーが記録を停止するまで、コンテンツを記録する。ユー
ザーは特定の日付及び時間に始まり特定の時間の間継続する特定の放送局のプログラムの
記録を予約することも可能である。受信機は、予めセットした時間に、選択されている放
送局に自動的に同調して記録を開始し、上述した記録時間の間、放送局の同調がはずれる
か、メモリがいっぱいになるか、もしくは聴取者が記録を停止するまで記録を継続する。
【００６５】
　ユーザーは単一のチャンネル上で放送される多数のプログラム（即ち、マルチキャスト
コンテンツを含む）を同時に記録することができる。ユーザーは主要プログラムを聞きな
がら１またはそれ以上の補充プログラムを記録したり、１つの補充プログラムを聞きなが
ら主要プログラムと１またはそれ以上の補充プログラムを記録したり、１つの補充プログ
ラムを聞きながら１またはそれ以上の補充プログラム及び／または主要プログラムを記録
することができる。同時に記録可能なプログラムの数は特定のチャンネルで放送中の補充
プログラムの数により決まる。一例として、ＩＢＯＣ ＤＡＢ波形は単一チャンネル上の
最大８個のマルチキャストプログラムをサポートすることが可能であるが、これら全てを
一度に記録することができる。
【００６６】
　ＩＢＯＣ ＤＡＢ信号を上述したように処理すると、逆多重化された主要プログラムサ
ービス及び補充プログラムサービスの符号化パケットと共に対応のプログラムサービスデ
ータを得ることができる。ユーザーが放送中の主要または補充プログラムのうちの１つを
聞きたい場合、それに対応する符号化パケットを復号し、デジタルからアナログへ変換し
て音声出力装置へ送る。ユーザーが放送中の主要または補充プログラムのうちの１または
それ以上のプログラムを記録したい場合、所望の各プログラムに対応する符号化パケット
を上述したフォーマットの対応するプログラムサービスデータと共に別個のファイルに記
録させる。従って、ユーザーが記録しようとして選択した各プログラムは、再生しようと
してユーザーが後で選択可能な別個のファイルに記録されるが、再生時、符号化パケット
は復号され、デジタルからアナログへ変換された後に音声出力装置へ送られる。
【００６７】
　ユーザーは、選択した好みのプログラムジャンルまたはプログラムタイプに基づき補充
プログラムを記録するように受信機をプログラムすることも可能である。そうすると、受
信機は所望のプログラムジャンルまたはプログラムタイプを求めてデジタルラジオ受信信
号をモニターし、それが検知されるとそのプログラムジャンルまたはプログラムタイプを
記録する。例えば、受信機は補充プログラムをそれが交通関連であれば自動的に記録する
ことができる。この機能を実現するために、受信機は聴取者の好みを記録し、これらの好
みに合致する任意の補充プログラムを自動的に記録する。プログラムのジャンルが変化す
れば必ず自動的に記録を停止させる。受信機はステーション・インフォメーション・サー
ビス（ＳＩＳ）を利用して特定のチャンネル上で放送されるプログラムのタイプを特定す
ることができる。ＳＩＳはプログラムのタイプを特定するためのフィールドを含む。例え
ば、８ビットのプログラム・サービス・タイプ・フィールドはＮＲＳＣ－４－Ａ規格に記
載されているように国家規格のラジオ放送データシステム（ＲＤＢＳ）に対応する。ユー
ザーは特定のジャンルのプログラムコンテンツを記録するために継続時間及び頻度（毎時
、毎日、毎週など）を選ぶことも可能であり、再生時にユーザーが最も最近のプログラム
コンテンツだけを聞けるように同じジャンルの以前記録したファイルを新しいファイルで
置き換える選択をすることが可能である。
【００６８】
　さらに、放送事業者は利用可能な帯域幅を使用して、予め記録したプログラムのような
非ストリーミングモードのプログラムオブジェクトを放送するような選択を行なうことが
可能である。例えば、放送事業者は種々のテレビまたはラジオプログラムの記録を作成す
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るか受信することができる。放送事業者はその後、これらのプログラムをＩＢＯＣ波形上
で放送することが可能であり、受信機はユーザーが望むプログラムをタイトルまたはプロ
グラムタイプのような関連データに基づき記録することができる。完全なプログラムオブ
ジェクトが受信機により一旦受信され記録されると、ユーザーはそのプログラムを選択し
て再生することができる。上述したように、プログラムはカプセル化された符号化パケッ
トとして記録され、再生時に復号される。プログラムオブジェクトはリアルタイムで聞く
ために放送中ではないため、コンテンツは利用可能な帯域幅に応じてリアルタイムよりも
早いか遅いレートで１つの単位として転送するかまたは小片に分割して、後で受信機が再
構成するようにしてもよい。
【００６９】
　別の実施例において、ユーザーが以前記録したコンテンツを聞いている時、受信機は所
望のプログラムジャンルまたはプログラムタイプを求めて複数のデジタルラジオ信号をス
キャンし、そのプログラムジャンルまたはプログラムタイプを検出すると記録することが
できる。この自動的なスキャニング及び記録もまた、ユーザーが現在受信中のまたは記録
済みのコンテンツを聞いていない時に実現することも可能である。従って、受信機が記録
済みファイルを再生中であるかあるいはユーザーが聴取するための特定の放送局に同調し
ていなければ、単一のチューナがスキャニング機能を実行することができる。
【００７０】
　さらなる記録能力を可能にするために、受信機にユーザーの好みにマッチするコンテン
ツを求めて利用可能な放送のスキャニングを行えるさらに別のチューナを設けてもよい。
１またはそれ以上別のチューナを付加すると、ユーザーは別の放送局のプログラムを聞き
ながら１つの放送局のプログラムを記録することが可能となる。
【００７１】
　１つの実施例において、受信機のディスプレイは、記録時、受信中または記録中の音声
の品質を示す可視表示を含む。デジタル信号が失われた場合、記録が自動的に停止し、デ
ジタル信号を取得すると記録が再開されるが、ユーザーが対応の好みを設定することによ
りそうしないことを選択する場合はこの限りではない。受信機のディスプレイは、使用済
み記録容量または残存記録容量もしくは使用済み時間または残存時間のようなメモリの使
用についての表示をユーザーに示すこともできる。この表示に基づき、ユーザーはさらに
記録可能な量または時間を制御することが可能である。メモリがいっぱいになると、受信
機はユーザーに対して適当な指示を表示することができる。メモリが記録中にいっぱいに
なった場合、自動消去機能がオンになっていない限り記録が自動的に停止する。自動消去
機能がオンになっていれば、受信機はメモリがいっぱいになると、ファイルタイプ、ファ
イルの古さに基づき、あるいはファイルがユーザーにより低優先度または高優先度に、も
しくは「消去するな」と指示されているか否かにより、受信機が記録したコンテンツまた
は記録済みファイルを自動的に消去する。自動消去がオンになっていない場合、メモリが
いっぱいになるとユーザーはファイルを手動消去せよという通告を受ける。ユーザーはま
た、特定のファイルを記録するための日数を選択可能である。特定日数が経過すると記録
済みファイルは自動的に消去される。
【００７２】
　記録済みプログラムコンテンツを再生するために、プロセッサは記録装置から符号化音
声及びデータを受信し、その信号を論理プロトコルスタックに従って処理して、復号済み
音声及びデータ３４８、３４９を発生させる。再生はチャンネル状態とは無関係であるた
め、受信機は特定の放送局へ同調する必要はない。さらに、再生モードにある受信機は生
の音声と同じ混合アルゴリズムを使用することが可能であり、音声の品質が悪ければ消音
するように混合できる。受信機は特定のファイル中の問題のある圧縮済み音声の百分比を
示すなどにより記録済み音声ファイルの品質を表示可能である。この表示に基づき、ホス
トコントローラは５０％のようなある特定の百分比しきい値に到達するファイルを再生し
ないようにできる。ユーザーには記録済みコンテンツの再生につき幾つかのオプションが
あるのが好ましい。例えば、ユーザーは特定のファイルを再生するかまたは記録済みファ
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イルを全て継続的に再生するように選択できる。ユーザーはまた、再生するファイルを選
択するために種々のやり方で記録済みコンテンツ間をナビゲーションすることもできる。
このようなやり方のひとつは戻しまたは送り機能を用いることである。例えば、早送り機
能によりユーザーは１つのファイルから次のファイルへスキップするか、１つのファイル
を１０、３０または６０秒のようなインターバルで送ることができる。同様に、戻し機能
によりユーザーは前のファイルへスキップするか、または１０、３０、６０秒のようなイ
ンターバルで１つのファイル内を戻ることができる。ユーザーはまた、次のＰＳＤメッセ
ージへ進むかまたは前のＰＳＤメッセージへ退くこともできる。何れの場合も、受信機は
新しく選択されたＰＳＤメッセージに対応するファイル内の位置から再生を開始する。何
れのファイルを再生するかのユーザーの選択を容易にするために、受信機は例えば記録の
日付及び時間又はプログラムのタイトルによるような種々のやり方で記録済みファイルを
表示することができる。ユーザーはまた、記録済みファイルのプログラムサービスデータ
をスキャンすることにより、記録済みファイルのコンテンツを下見した後、再生したいフ
ァイルを選択することができる。特定の記録済みプログラムを聞くのを停止したい場合、
ユーザーは最初からファイルを再生せずに、たとえ電源を切った後でも、ファイルまたは
コンテンツの一部を再開できるようにするマーカーを挿入してもよい。
【００７３】
　上述した受信機は、音声出力を２つのモード、即ち、ライブモードと再生モードで提供
する。受信機がライブモードにある時、音声ソースはリアルタイムの空中信号であり、ユ
ーザーによる記録が可能である。再生モードでは、音声ソースは記録済みデジタルファイ
ルである。再生モードにある時、受信機は特定の放送局に同調した状態にあってその放送
局からのプログラムコンテンツを記録することが可能である。
【００７４】
　図１２は、記録または再生のような最新アプリケーションサービス（ＡＡＳ）の取扱い
が可能なＩＢＯＣ ＤＡＢ受信機のユーザーインターフェイスの一例を示す。このユーザ
ーインターフェイスは受信機動作の制御に使用する複数のキー（ボタンとも呼ぶ）を含む
。動作モードは制御ボタン３７０、３７２、３７４、３７６、３７８または３８０のうち
の１つを用いて選択する。ＡＭボタン３７０は、受信機がＦＭモードにあればチューナを
ＡＭモードにセットする。記録済みファイルを再生中にＡＭボタンを押すと再生が停止し
、再生が停止したファイルの個所を示すマーカーが挿入され、受信機が最後に聞いていた
ＡＭ放送局に戻る。ＦＭボタン３７２は受信機がＡＭモードであればチューナをＦＭモー
ドにセットする。記録済みファイルを再生中にＦＭボタンを押すと再生動作は停止し、マ
ーカーが挿入され、受信機が最後に聞いていたＦＭ放送局に戻る。ＨＤ Ｎｏｗ（商標）
ボタン３７４は記録済みファイルのリストを含むプレーヤスクリーンを表示する。電子プ
ログラムガイド（ＥＰＧ）ボタン３７６はＥＰＧ情報を表示する。ＥＰＧスケジュールは
主要スクリーンまたは別個のＥＰＧスクリーン上に表示させればよい。ＡＵＤＩＯボタン
３７８は音声処理ディスプレイウィンドウを表示する。ＳＥＴＵＰボタン３８０は主要メ
ニュースクリーンを表示する。ユーザーはこのスクリーンからサブメニューへナビゲーシ
ョンすることが可能である。１つの例として、メニューオプションには日付／時間設定、
自動同調ＨＤ放送局設定、記録及び再生の好み及びラジオのハードウェア及びソフトウェ
アの構成表示が含まれる。ボタン３８２、３８４、３８６、３８８、３９０はメニューま
たはリストナビゲーション制御手段である。ＵＰ ＡＲＲＯＷボタン３８４はメニューの
選択を上方にスクロールするか構成パラメータを歩進させることができる。ＤＯＷＮ Ａ
ＲＲＯＷボタン３８８はメニューの選択を下方にスクロールするか構成パラメータを歩退
させることができる。ＬＥＦＴ ＡＲＲＯＷボタン３８２はメニューの選択を左方にスク
ロールできる。ＲＩＧＨＴ ＡＲＲＯＷボタン３８６はメニューの選択を右方にスクロー
ルできる。ＥＮＴＥＲボタン３９０は強調表示された構成パラメータを受け入れるかメニ
ュースクリーンから出るために使用する。このボタンは選択済み記録のプログラムサービ
スデータ（ＰＳＤ）の表示にも使用される。ボタン３９２－４０４はチューナまたはメデ
ィアプレーヤ制御手段である。ボタン４０６－４２０はチューナプリセット／チャンネル
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選択ボタンである。受信機がライブモードにあれば、これらのボタンはＡＭ／ＦＭチュー
ナプリセットとして働く。受信機がＨＤ Ｎｏｗ（商標）モードに入るのであれば、これ
らのボタンによりユーザーはいずれのチャンネル（ＭＰＳ及びＳＰＳ）を記録するかの選
択を行なうことができる。ユーザーが記録ボタン４０４を選択すると、これらのボタンは
記録可能なプログラムを指示する。下方探索／前スキップボタン３９６は、受信機がライ
ブモードにあれば次のＡＭまたはＦＭ放送局を求めて下方探索動作を行うか、受信機がＨ
Ｄ Ｎｏｗ（商標）モードにあれば前の歌へスキップする。上方探索／後スキップボタン
３９８は、受信機がライブモードにあれば次のＡＭまたはＦＭ放送局を求めて上方探索す
るか、受信機がＨＤ Ｎｏｗ（商標）モードにあれば次の歌へスキップする。下方同調／
戻しボタン３９２は受信機がライブモードにあれば次のＡＭまたはＦＭ放送局へ下方同調
するかまたは次の最も低いマルチキャストプログラムを選択するか、もしくは受信機がＨ
Ｄ Ｎｏｗ（商標）モードにあればメディアプレーヤを戻し状態にセットする。上方同調
／早送りボタン３９４は受信機がライブモードにあれば次のＡＭまたはＦＭ放送局へ上方
同調するかまたは次の最も高いマルチキャストプログラムを選択するか、もしくは受信機
がＨＤ Ｎｏｗ（商標）モードにあればメディアプレーヤを早送りにセットする。ＳＴＯ
Ｐボタン４０２は選択されたファイルの再生を停止する。ＳＴＯＰボタンはまた、ユーザ
ーが同じ放送局によりマルチキャスト中の多数のプログラムを記録している場合に全ての
プログラムの記録を停止するために使用可能である。再生／一時停止ボタン４００はメデ
ィアプレーヤを、選択済み記録ファイルを再生中に、再生または一時休止の何れかにセッ
トする。記録ボタン４０４により、ユーザーは現在聞いているプログラムを直ちに記録す
ることが可能である。ボタンに近いかその上にあるインジケータは、例えば赤色に点灯し
て記録が進行中であることを示す。信号が存在しなければ記録ボタンは何の作用も及ぼさ
ない。
【００７５】
　チューナプリセット／チャンネル選択ボタン１－８は記録すべきプログラムがさらにあ
ればユーザーにその選択を促す。マルチキャストチャンネルに対応するインジケータはプ
ログラムが記録できることを示すために（例えば、黄色に）点灯する。さらに別のプログ
ラムの記録は、それぞれのプログラムにつきチューナプリセット／チャンネル選択ボタン
を押して開始可能である。
【００７６】
　何れのプログラムの記録も、それぞれのプログラムのチューナプリセット／チャンネル
選択ボタンを手で押すかＨＤ Ｎｏｗ（商標）記録お好みメニューに入力された記録時間
により停止することができる。全てのプログラムの記録の停止は停止ボタンを手で押すこ
とにより可能である。
【００７７】
　ユーザーインターフェイスはまた、種々の情報をユーザーに提供するディスプレイ４２
２を含む。ステレオインジケータ４２４はデジタル信号が検知されず、ラジオがアナログ
ＦＭ信号を受信中であれば「ステレオ」の表示をする。デジタル音声インジケータ（ＤＡ
ＡＩ）バー４２６はＨＤラジオ（商標）信号を受信中であればその信号の強度を示す。ク
ロックフィールド４２８は時刻を時間と秒（ＨＨ：ＭＭ）で示す。周波数フィールド４３
０はチューナの現在のＲＦ周波数設定を示す。コールサインフィールド４３２はＡＭ及び
ＦＭ ＨＤラジオ（商標）放送局のＳＩＳ短縮局名かアナログＦＭ放送局のＲＢＤＳコー
ルサインパラメータを表示する。ＨＤラジオ（商標）放送局が拡張型ＳＩＳを使用する場
合、拡張型ＳＩＳ局フィールド４３４は局のスローガンを表示するが、そうでなければＳ
ＩＳの長い名前を表示する。ＨＤラジオ（商標）放送局が拡張型ＳＩＳを使用する場合、
拡張型ＳＩＳ局メッセージフィールド４３６は局メッセージを表示し、そうでなければこ
のフィールドはブランクである。
【００７８】
　チャンネル（ＣＨ）インジケータ４３８、４４０はマルチキャストプログラム番号を示
す。ユーザーが現在聞いているマルチキャストプログラムは、例えば黄色で強調表示可能
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である。この例では、一度に最大２個のプログラムを一度に表示可能であるため、放送局
が２またはそれ以上のマルチキャストプログラムを放送中であればそれらのプログラム番
号がスクロールされる。
【００７９】
　プログラムサービスデータ（ＰＳＤ）ディスプレイフィールド４２４、４４４はＨＤラ
ジオ（商標）信号を受信中であれば歌のタイトルとアーティストを示す。アナログＦＭモ
ードにあって、放送局がＲＢＤＳ情報を送信している場合、ＰＳＤディスプレイ１はＲＢ
ＤＳラジオテキストメッセージを表示する。マルチキャストステーション上の利用可能な
全てのチャンネルのＰＳＤ情報が表示される。ＰＳＤディスプレイのお好みはユーザーに
より設定可能である。
【００８０】
　テキストディスプレイ領域４４６はユーザーとの対話が必要とされる「プロンプト」メ
ッセージの表示に使用可能である。それはまた、ＥＰＧまたは他のテキスト（交通、天気
、株価情報など）の表示に使用できる。ディスプレイスクリーンのこの領域はユーザーの
好みに基づき再生中の歌のアルバムアートの表示に使用することも可能である。
【００８１】
　聴取者は選択するディスプレイのお好みを設定可能である。例えば、聴取者は特定の周
波数上の全てのマルチキャストプログラムのＰＳＤ情報を表示する選択を行うか、放送中
の歌のアルバムアートの表示を選択することが可能である。
【００８２】
　受信機の記録及び再生のお好みはＳＥＴＵＰボタンを押し、ディスプレイのお好みを選
択することにより設定可能である。図１３は記録及び再生のお好みのディスプレイ４４８
を示す。タイトルフィールド４５０はディスプレイのタイトルを示す。この例では、ＰＳ
Ｄディスプレイボタン４５２を用いることにより、聴取者がＰＳＤ情報の表示を望むか否
かによりＰＳＤディスプレイをオンまたはオフに設定できる。ＰＳＤディスプレイのライ
ン数はラインディスプレイボタン４５４を用いて１ラインまたは２ラインに設定可能であ
る。これは聴取している現在のチャンネルにかかわるものである。聴取者はまた、アルバ
ムアートを表示するか否かまたはアルバムアートボタン４５６を使用しないかの選択を行
える。制御キー（上、下、右及び左方の矢印）を用いることによりメニュー項目の間をス
クロールできる。ＥＮＴＥＲキーを用いて選択しようとするメニュー項目を選び且つ利用
可能なオプションを表示させる。ＵＰ及びＤＯＷＮ制御キーはメニュー項目の値の選択に
使用される。ＥＮＴＥＲキーを用いてドロップダウンリストからその特定のメニュー項目
の選択された値を入力する。ＢＡＣＫキーは前のメニューに戻るために使用する。
【００８３】
　図１４はＳＥＴＵＰディスプレイ４６０を示す。このディスプレイは、日付／時間設定
４６２、自動同調４６４、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）お好み４６６、ハードウェア／ソフトウ
ェア構成４６８、ＥＰＧお好み４７０、条件付アクセス４７２、表示お好み４７４及びプ
ログラムタイプお好み４７６を含む種々のオプションの実行に使用する複数のフィールド
４６２／４６７を含む。
【００８４】
　図１５はＨＤ Ｎｏｗ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥディスプレイ４８０を示す。この
ディスプレイはさらに別のオプションの選択に用いる幾つかのフィールド４８２－４８６
を含む。聴取者はＳＥＴＵＰを押し、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを選択
し、ＦＩＬＥ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴを選択し、ファイル管理設定を調整することにより
、受信機の記録ファイルの管理を行うためのお好みを設定することができる。ファイル管
理フィールド４８２により、ユーザーは１またはそれ以上の記録済み音声ファイルを削除
し、記録装置をフォーマットし、音声ファイルの自動削除を可能化できる。記録が進行中
であり、記録装置がほとんどいっぱいになれば、自動削除機能がユーザーの介入なしにフ
ァイルを除去して記録スペースを解放する。ファイルは古さに応じて削除することができ
るが、最も古いファイルが最初に削除されるか、再生回数に応じてまれにしか再生されな
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かったファイルが最初に削除される。予約済み記録フィールド４８４は、ユーザーが１ま
たはそれ以上のプログラムの記録を予約するのを可能にする。ユーザーは記録の時間、日
付、周波数、マルチキャストプログラム番号、継続時間及び頻度のようなデータを入力す
る。頻度は、例えば、「１回だけ」、「毎日」、「月曜日から金曜日まで」、または「毎
週」のように設定可能である。プログラムタイプ記録フィールド４８６により、ユーザー
はタイプまたはジャンルに基づきプログラムを記録するように受信機に命令を発すること
ができる。
【００８５】
　図１６はファイル管理ディスプレイ４９０を示す。このディスプレイはラジオに記録さ
れた例示的なファイル４９２－５０４を示す。ボタン５０６は自動消去機能を作動する。
この機能がオンに設定されていれば、受信機のメモリがいっぱいになるごとに記録時間に
基づき最も古いｘ（例えば３）個のファイルが自動的に削除される。この機能がオフに設
定されていれば、受信機のメモリがいっぱいになると聴取者にはファイルを手動で削除せ
よという指示が与えられる。この例では、デフォルトはオフである。聴取者には選択済み
ファイルを削除するか保護するかのオプションが提示される。ファイルの削除はこのボタ
ンを選択してＥＮＴＥＲボタンを押すと可能である。記録状態フィールド５１０は利用可
能なメモリ容量及び利用可能なメモリの指示を与える。ドロップアウト許容５０８は受信
機が何回ドロップアウトを許容するかを制御するものである。ドロップアウトは、受信中
のデジタルラジオ放送信号の品質が信号対雑音比、干渉または他の信号歪みに基づくよう
なある特定のしきい値以下になると起こる。受信機が記録中であり、周波数または放送局
が同調をはずれると、受信機は現在のプログラムの記録を継続するために新しいファイル
を作成する。これは信号ドロップアウトにより開始される。この例ではデフォルト値は４
であるが、これはあるプログラムを記録中かまたは特定の時間フレームの間にドロップア
ウトが４回続けて発生した場合に記録を停止することを意味する。ドロップアウトの許容
値は例えば０乃至１０の範囲にすることができる。フォーマットメモリボタン５１２をク
リックすることにより、聴取者は受信機のオンボードメモリ全体をフォーマットすること
ができる。制御キー（上、下、右、左矢印）を用いてメニュー項目の間をスクロールでき
る。
【００８６】
　選択した放送局または周波数の予め設定した時間における記録を予約するために、ユー
ザーはＳＥＴＵＰを押し、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを選択し、ＳＣＨ
ＥＤＵＬＥＤ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを選択し、予約記録設定を入力することによりお好み
メニューにアクセスすることができる。図１７は予約記録スクリーン５３０を示す。これ
らの設定には、所望のＡＭまたはＦＭ放送局の周波数、プログラムチャンネル番号（１－
８）、開始日（今日の日付がデフォルトで表示される）、開始時間（現在の時間がデフォ
ルトで表示される）及び記録の継続時間が含まれる。継続時間パラメータにより、ユーザ
ーはどのくらい長くプログラムを記録するかを特定することができる。継続時間パラメー
タのデフォルト値は、ユーザーが停止ボタンを押さなければ、またはユーザーが異なる周
波数に同調しなければもしくは記録スペースに残りがなければ記録が停止しないことを示
す。このデフォルトとは別に、ユーザーは３０、４５、６０、９０、１２０または２４０
分の値を選択するオプションを有する。これにより、特定長さの時間が経過するとユーザ
ーが停止ボタンを押さなくても記録を停止することができる。頻度パラメータは特定の予
約記録の頻度を示す。オプションとして一度、毎日または毎週がある。ユーザーは予約の
保存に関する質問に対して入力した予約を保存したいか否か、ＹＥＳかＮＯを示すことに
より応答する。新しい予約パラメータによりユーザーは別の予約記録を行うことができる
。ＹＥＳであれば、別の予約記録スクリーンが提示される。ユーザーには、予約時間の１
０分前に、予め設定した放送局の予約記録の開始がせまっているというプロンプトと、記
録を継続するかまたはキャンセルするかの選択が提示される。何もしなければデフォルト
として記録は継続される。継続を選択した場合、予約時間が来ると受信機は予め選択した
放送局に自動的に同調して記録を開始する。予約記録がマルチキャスティング中のチャン
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ネルに設定されており、ユーザーが現在その放送局を聞いている場合、そのチャンネルの
記録が開始され、インジケータがその放送局のマルチキャストチャンネルが記録中である
ことを指示する。受信機が特定の放送局に同調されており、次の予約記録時間の前に終了
する記録が進行中である場合、プロンプトは次の予約記録時間の１０分前に表示される。
予約時間が来ると、受信機は予約された記録を自動的に開始する。聴取者が現在の放送局
を記録中であり、異なるチャンネル（異なるステーションに対応する）の記録を同時に行
う予約をしている場合、聴取者には予約時間の１０分前に表示されるプロンプトと、現在
の記録を継続するか、予約された記録を開始できるようにその記録を停止するかの選択が
提示される。聴取者が再生モードにあり、記録済みファイルを聞いている場合、予約時間
の１０分前にそのプロンプトが表示され、受信機は予約時間に予めセットされた放送局に
自動的に同調して記録を開始する。予約した継続時間が経過するかＳＴＯＰボタンを押す
と記録が停止する。聴取者が別の放送局または周波数に同調した場合も記録が停止する。
メモリがいっぱいになり、自動削除オプションが可能化されていない場合も記録が停止す
る。
【００８７】
　予約記録リストディスプレイ５３０より聴取者は受信機上に設定された全ての予約記録
を示すことができる。図１８は、ユーザーが予約記録を編集または削除する選択を行う予
約記録リストスクリーンを示す。制御キー（上、下、右、左矢印）はメニュー項目の間を
スクロールするために使用する。ユーザーはＥＮＴＥＲキーを押して選択するメニュー項
目を選び、利用可能なオプションを表示することができる。上、下制御キーによりドロッ
プダウンリストからメニュー項目の値を選択する。ＥＮＴＥＲキーによりその特定のメニ
ュー項目の選択された値を入力する。ＢＡＣＫキーは前のメニューに戻るために使用する
。プログラミング手順の一例として、制御ボタンにより記録時間（分）のフィールドへナ
ビゲーションする。ＥＮＴＥＲキーによりデフォルト、３０、４５、６０、１２０、２４
０のオプションを表示させる。例えば、所望の記録時間が３０分であれば、ＥＮＴＥＲキ
ーを押して３０分の記録時間の値を入力する。
【００８８】
　プログラムタイプお好みの設定はセットアップメニューを用いてＰＲＯＧＲＡＭ ＴＹ
ＰＥ ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを表示することにより可能である。聴取者はその後、プログ
ラムタイプにより記録を予約するかまたはプリセットをプログラムする選択を入力できる
。これはＳＥＴＵＰを押し、ＨＤ Ｎｏｗラジオ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを選択し
、ＰＲＯＧＲＡＭ ＴＹＰＥ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを選択することにより行う。図１９はプ
ログラムタイプ記録スクリーン５４０を示す。
【００８９】
　ＰＲＥＳＥＴ ＳＥＴＴＩＮＧは聴取者がプログラムタイプをオンかオフに予め設定で
きるように設けられている。種々のプログラムタイプを予め設定可能である。聴取者はＲ
ＥＣＯＲＤボタン及び適当なＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンを押すことにより現在
聞いているプログラムまたはチャンネル（ＭＰＳまたはＳＰＳ）を自動的に記録すること
ができる。記録時間はＵＰ、ＤＯＷＮ、ＥＮＴＥＲ制御キーを繰り返し押すことにより固
定インターバルで変更可能である。ユーザーは最初にＲＥＣＯＲＤボタンを押すであろう
。そうすると、利用可能なチャンネルのためのＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンが黄
色に点灯し、メモリ使用インジケータが１０秒間表示される。ＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥ
ＣＴボタン１番を押すとチャンネル１の現在の放送局を記録することができる。この記録
はデフォルト記録時間の間行われるが、これは聴取者がＳＴＯＰを押すか、同調が外れる
か、メモリがいっぱいになるまでである。ＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタン１番のイ
ンジケータは赤色に点灯する。
【００９０】
　記録時間を変更するために、ユーザーはＥＮＴＥＲ制御キーを押した後、ＵＰ制御キー
を押す。例えば３０分のデフォルト値が表示される。記録時間はＵＰ、ＤＯＷＮ及びＥＮ
ＴＥＲ制御キーを用いて３０、４５、６０、９０、１２０、２４０分の値に選択可能であ
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る。その後、ＥＮＴＥＲボタンを押して所望の記録時間を選択することができる。
【００９１】
　記録を停止するには、選択したＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンまたはＳＴＯＰボ
タンを押せばよい。聴取者が別の放送局または周波数に同調しても記録が停止する。メモ
リがいっぱいになるか、自動削除オプションが可能化されていない場合も記録が停止する
。
【００９２】
　放送局がマルチキャスティング中である時別のプログラムを記録するために、聴取者は
現在聞いているプログラムに加えて同一放送局の任意のプログラムを記録することができ
る。聴取者は種々のマルチキャストプログラムの記録を開始することも可能である。聴取
者は補充プログラムの記録を主要プログラムまたは他の補充プログラムを聞きながら行う
ことが可能である。
【００９３】
　記録を開始するにはユーザーはＲＥＣＯＲＤを押せばよい。そうすると、利用可能なチ
ャンネルのＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンが黄色に点灯し、メモリ使用インジケー
タが１０秒間表示される。次に、ユーザーは所望のＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタン
を押して所望のチャンネルを記録する。この記録はデフォルト記録時間の間行われるが、
これは聴取者がＳＴＯＰを押すか、同調が外れるか、メモリがいっぱいになるまでである
。記録されるＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴのインジケータが赤色に点灯する。
【００９４】
　記録継続時間を変更するには、ユーザーはＵＰ、ＤＯＷＮ制御キーにより記録中の所望
のチャンネルを選択し、ＥＮＴＥＲ制御キーを押せばよい。３０分のデフォルト値が表示
される。その後、ＵＰ、ＤＯＷＮ及びＥＮＴＥＲ制御キーを用いて３０、４５、６０、９
０、１２０、２４０分の記録時間の値を選択する。次いで、ＥＮＴＥＲボタンを押して所
望の記録時間を選択する。
【００９５】
　記録を停止するには、ユーザーは選択したＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンを押せ
ばよい。記録中の全てのチャンネルの記録を停止するには、ユーザーはＳＴＯＰを押せば
よい。聴取者が別の放送局または周波数に同調すれば記録は停止する。メモリがいっぱい
になり、自動削除オプションが可能化されていない場合も記録が停止する。
【００９６】
　聞いているチャンネルを強調表示することが可能である。聞いているチャンネルの小さ
な記録インジケータが表示される。ユーザーは所望のＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタ
ンを押して所望のチャンネルを記録する。デフォルトの記録時間の間記録が行われるが、
これは聴取者がＳＴＯＰを押すか、同調がはずれるか、またはメモリがいっぱいになるま
でである。
【００９７】
　聞いているチャンネルはディスプレイ上で固定された状態にある。利用可能な残りのチ
ャンネルは必要に応じて垂直方向にスクロールする。所望であれば、聴取者は制御キーま
たは同調アップ／同調ダウンキーを用いて所望のチャンネルに同調し、ＲＥＣＯＲＤを押
して同調したチャンネルの記録を開始することができる。
【００９８】
　記録済みファイルを再生するには、聴取者はＨＤ Ｎｏｗラジオ（商標）ボタンを押せ
ばよい。受信機は記録済みの全ファイルのリスト（デフォルトで記録時間により分類され
ている）を表示する。聴取者がＰＬＡＹボタンを押すまで生放送が依然として継続中であ
る。
【００９９】
　聴取者は制御キーを用いて再生したいファイルを選択し、ＰＬＡＹボタンまたはＥＮＴ
ＥＲボタンを押して再生を開始させる。選択したファイルのＰＳＤがスクロールさせる。
ＳＫＩＰボタン（＜及び＞）を用いてリストにある前のファイルまたは次のファイルの再
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生を開始することができる。戻しまたは早送りボタンを用いて再生中のファイル内で早送
りまたは戻しをすることができる。ＳＴＯＰボタンにより再生を停止できる。
【０１００】
　ユーザーはいつでもＡＭまたはＦＭボタンを押すことにより生放送に戻ることができる
。再生中のファイルにマーカーを配置すると、ユーザーが再びそのファイルを聞きたい場
合に、再生を停止したプログラムの個所で再生が再開される。同様に、再生中はいつでも
、異なるファイルを選択してＰＬＡＹボタンを押せばそのファイルの再生を開始すること
ができる。最初に再生したファイルにマーカーがあるため、受信機はマーカーが示す所で
そのファイルの再生を再開する。
【０１０１】
　記録済みファイルを再生する前に、聴取者はそのファイルのコンテンツに関連するＰＳ
Ｄ情報またはＩＤ３タグの間をスクロールすることにより選択したそのファイルのコンテ
ンツを下見することができる。ファイルを下見するには、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ボタンを
押せばよい。受信機は記録済みの全ファイルのリスト（デフォルトでは記録時間により分
類されている）を表示する。ＰＬＡＹボタンを押すまで生放送が継続する。
【０１０２】
　ついで、ユーザーは制御キーにより再生したいファイルを選択し、「次へスキップ」ま
たは「前へスキップ」の矢印制御キーを押して選択したファイルのＰＳＤコンテンツの間
をスクロールすることができる。赤いバーのインジケータがそのファイル内の進行状況を
示す。ＰＳＤの所望の個所で、聴取者はＰＬＡＹボタンを押すことによりＰＳＤ箇所に基
づきファイルを再生することが可能である。
【０１０３】
　ＰＳＤメッセージによりファイルをナビゲーションし、ファイルの終了点に到達すると
、聴取者は記録済みファイルリストを表示するＨＤ Ｎｏｗ（商標）スクリーンへ戻る。
ユーザーはＨＤ Ｎｏｗ（商標）ボタンを押して記録済みファイルリストへ戻ることがで
きる。
【０１０４】
　１つのファイル内でナビゲーション（早送り／戻し）をするには、早送りまたは戻しボ
タンを使用すればよい。これによりファイルが１０秒のインターバルで前進または逆進す
るが、このインターバルは早送りボタンを長く押せば押すほど２０秒、３０秒に増加し、
最大で２分間になる。
【０１０５】
　メモリがいっぱいになると、ユーザーは手動でファイルを削除してさらに多くのプログ
ラムまたはコンテンツを記録させることができる。ファイルを削除するには、ＳＥＰＵＰ
を押し、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを選択し、ＦＩＬＥ ＭＡＮＡＧＥＭ
ＥＮＴを選択し、制御キーにより所望のファイルを選択し、選択したファイルのＤＥＬＥ
ＴＥキーを選択し、ＥＮＴＥＲを押す。ユーザーには削除の確認が提示される。
【０１０６】
　その後、ユーザーはＡＭまたはＦＭボタンを押して、生放送に戻るかまたはＨＤ Ｎｏ
ｗ（商標）ボタンを押して再生に戻ることができる。記録中にメモリがいっぱいになれば
、ファイルを削除するために、ユーザーにはメモリがいっぱいになる前の少なくとも９５
％表示が提供される。
【０１０７】
　ユーザーは制御キー及びＥＮＴＥＲキーによりＭＡＮＡＧＥ ＦＩＬＥＳまたはＣＡＮ
ＣＥＬ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを選択し、ＣＡＮＣＥＬ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを押せば記録を
停止した後ファイルを削除するか、ＭＡＮＡＧＥ ＦＩＬＥＳを押せばファイルを手動で
削除することができる。
【０１０８】
　聴取者が必要でないファイルを手動で削除すると記録は継続する。この時点で、ユーザ
ーはＡＭまたはＦＭボタンを押して記録中の放送局へ戻ることができる。
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【０１０９】
　記録中に受信機のメモリがいっぱいになると、自動削除機能を可能化していればユーザ
ーの介入なしにファイルを自動的に削除することができる。自動削除を設定するには、Ｓ
ＥＴＵＰを押し、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ＰＲＥＦＥＲＥＮＣＥを選択し、ＦＩＬＥ ＭＡＮ
ＡＧＥＭＥＮＴを選択し、自動削除をオンに設定すればよい。記録中にメモリがいっぱい
になった場合、自動削除により最も古いファイルから記録済みファイルの上書きが継続し
て行われるため記録が継続する。
【０１１０】
　制御キー及びＥＮＴＥＲキーにより、ユーザーはＣＯＮＴＩＮＵＥ ＲＥＣＯＲＤＩＮ
ＧまたはＣＡＮＣＥＬ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを選択することができる。その後、ユーザー
はＣＡＮＣＥＬ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを押して記録を停止し、ファイルを削除するかまた
はＣＯＮＴＩＮＵＥ ＲＥＣＯＲＤＩＮＧを押してメモリからファイルを自動的に削除す
ることにより記録を継続することができる。
【０１１１】
　自動削除は記録済みの最も古いファイルを自動的に削除するため、メモリがいっぱいに
なるまで現在の記録が継続する。現在の記録により全てのメモリがいっぱいになると、聴
取者は不要なファイルを手動で削除しなければならない。
【０１１２】
　聴取者は記録した任意のファイルを再生すると同時に生放送を記録することができる。
記録中に、ユーザーはＨＤ Ｎｏｗ（商標）ボタンを押すことができ、そうすると、記録
済みファイルリストが表示される。その後、ユーザーは制御キーにより再生したいファイ
ルを選択し、ＰＬＡＹボタンまたはＥＮＴＥＲボタンを押して再生を開始させる。生放送
の記録と、再生が継続する。
【０１１３】
　ユーザーはいつでもＡＭまたはＦＭボタンを押して、記録中のそれぞれの生の放送に戻
ることができる。再生に戻るには、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）ボタンを再び押して、ＰＬＡＹ
ボタンを押せばよい。選択したファイルの再生は以前停止したところから開始する。
【０１１４】
　聴取者は生放送の再生時にその放送を記録できるが、再生の中断は不要である。ＲＥＣ
ＯＲＤ及びＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンにより、ＨＤ Ｎｏｗ（商標）スクリーン
がでている間に記録を設定することが可能である。それぞれのＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥ
ＣＴボタンの上に放送局名とチャンネル番号が現れる。前述したように制御キーにより記
録時間を設定し、ＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンにより記録を停止することが可能
である。
【０１１５】
　生放送に切り替えて記録をセットするには、ユーザーはＡＭまたはＦＭボタンを押せば
よい。再生を一時停止し、ファイルにマーカーを挿入すると、再生をプログラムの同じ個
所で再開することができる。そうすると、ディスプレイが生放送へ切り替わる。ついで、
ユーザーがＲＥＣＯＲＤボタンと、それぞれのＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタンを押
すと、記録が開始される。記録時間は制御キーにより設定可能である。ユーザーはＨＤ 
Ｎｏｗ（商標）ボタンを押せば再生に戻れる。最後に再生したファイルが自動的に再生さ
れる。
【０１１６】
　生放送に切り替えながら再生を停止して記録を設定するには、ユーザーは停止ボタンを
押すか、ＡＭもしくはＦＭボタンを二度押せばよい。ディスプレイが生放送に切り替わる
。次に、ユーザーはＲＥＣＯＲＤボタンとそれぞれのＣＨＡＮＮＥＬ ＳＥＬＥＣＴボタ
ンを押すと記録を開始できる。記録時間は制御キーにより設定可能である。ユーザーはＨ
Ｄ Ｎｏｗ（商標）ボタンを押すと記録済みファイルの再生リストに戻り、再生すべきフ
ァイルを選択することができる。
【０１１７】
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　聴取者は、ラジオ信号が弱く、プログラムの記録中に良好な通信が可能な範囲から出た
り入ったりする場合がある。この状況に対処するには、ユーザーはＳＥＴＵＰメニューの
ファイル管理設定においてドロップアウト許容度を設定すればよい。一例として、記録中
に許容できるドロップアウトの数はデフォルトで４である。記録中に信号が消えると、聴
取者には信号が消えたため記録が停止したという指示が与えられる。括弧内の１、「（１
）」は信号が消える最初の例を示す。ＨＤラジオ（商標）信号が再び捕捉されると記録が
継続する。聴取者が信号状態のよくない別の放送局に同調しようと決心した場合、記録は
永続的に停止する。信号の消失がＳＥＴＵＰに入力した「４」回を超えると、聴取者には
記録を継続しないという指示が与えられる。
【０１１８】
　信号が再び取得されて記録が自動的に開始されると、記録は受信機上で別のファイルと
して記録される。別のファイルを用いることにより同一ファイル内での長い沈黙期間の記
録が防止され、聴取者には特定のプログラムの記録に中断があったという指示が与えられ
る。
【０１１９】
　オプションとしての機能にＨＤ ＵＰＤＡＴＥ（商標）がある。この機能を用いると、
聴取者は選択したプログラムタイプを短い時間の間（またはセグメント）記録することが
できる。受信機は、選択した放送局の周波数で、特定したプログラムタイプに基づき、プ
ログラムを自動的に記録する。そのプログラムの記録により、前に記録したコンテンツが
上書きされ、聴取者には最も最近更新されたプログラムコンテンツが提示される。プログ
ラムタイプは、ＮＥＷＳ（ニュース）、ＳＰＯＲＴＳ（スポーツ）、ＷＥＡＴＨＥＲ（天
気）、ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ（緊急）、ＴＲＡＦＦＩＣ（交通）、ＴＡＬＫ（トーク）、Ｉ
ＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ（情報）を含むことができる。聴取者はまたプログラムタイプのた
めのプリセットボタンを使用できる。ＨＤ ＵＰＤＡＴＥ（商標）機能はオンまたはオフ
にできる。
【０１２０】
　ＨＤ ＵＰＤＡＴＥ（商標）開始時間は、ドロップダウンリストにより１時乃至１２時
の時間、００、１５、３０、４５分の分、及び及びＡＭ／ＰＭフィールドを選択すること
ができる。現在の時間がデフォルトとして表示される。記録時間パラメータより、ユーザ
ーはどのくらい長い時間プログラムを記録するかを特定することができる。ユーザーは２
、５、１０、１５分の値を選択するオプションを有する。これにより、特定した時間経過
後にユーザーが停止ボタンを押すことなく記録を停止することができる。
【０１２１】
　頻度パラメータは特定の予約記録の頻度を特定する。オプションとして毎日または毎週
がある。ＳＡＶＥボタンを用いて、ユーザーが入力した予約を保存したいことを指示する
。ＮＥＸＴボタンにより、ユーザーはプログラムタイプに基づく別の記録を作成できる。
イエスであれば、別の記録予約スクリーンが提示される。
【０１２２】
　プログラムの記録は、聴取者が記録中に別の周波数または放送局に同調すると停止する
。受信機が記録中に別の周波数に同調されると、聴取者には、同調がはずれると記録が停
止されるという警告メッセージが与えられる。動作を継続するかキャンセルするかのオプ
ションが与えられる。ユーザーは、ＣＡＮＣＥＬを押して、記録と同一放送局への同調を
継続するか、ＣＯＮＴＩＮＵＥを押して記録をキャンセルし現在の放送局への同調をはず
すことができる。
【０１２３】
　　本発明を好ましい実施例に関連して説明したが、特許請求の範囲に記載される発明の
範囲から逸脱することなく図示説明した実施例に対して種々の変形例及び設計変更が可能
であることが当業者に理解されるであろう。
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【図５】 【図６】
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【図９ａ】 【図９ｂ】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】



(36) JP 2010-515299 A 2010.5.6

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月10日(2009.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する方法であって、
　コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、
　符号化されたコンテンツを記録し、
　記録した符号化コンテンツを論理プロトコルスタックに従って処理することにより、記
録した符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するステップより成るデジ
タルラジオ放送信号受信処理方法。
【請求項２】
　符号化されたコンテンツの記録ステップは、デジタルラジオ放送信号の品質が品質基準
のしきい値以下になると停止し、品質基準のしきい値を超えると再開される請求項１の方
法。
【請求項３】
　符号化されたコンテンツの記録が再開されると符号化コンテンツは新しいファイルに記
録される請求項２の方法。
【請求項４】
　デジタルラジオ放送信号は第１のフォーマットの符号化コンテンツを含み、符号化コン
テンツは第２のフォーマットで記録される請求項１乃至３のうちの任意の一項の方法。
【請求項５】
　デジタルラジオ放送信号は２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを含み、
　マルチキャストコンテンツのうちの第１のコンテンツを再生し、
　マルチキャストコンテンツのうちの第２のコンテンツを同時に記録するステップより成
る請求項１乃至４のうちの任意の一項の方法。
【請求項６】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理する受信機であって、
　コンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信する入力と、
　符号化されたコンテンツを記録するメモリと、
　記録した符号化コンテンツを復号して復号済みコンテンツを復元するプロセッサとより
成り、プロセッサは記録した符号化コンテンツを論理プロトコルスタックに従って処理す
ることを特徴とする受信機。
【請求項７】
　デジタルラジオ放送信号は第１のフォーマットの符号化コンテンツを含み、符号化コン
テンツは第２のフォーマットで記録される請求項５または６の受信機。
【請求項８】
　デジタルラジオ放送信号は２またはそれ以上のマルチキャストコンテンツを含み、プロ
セッサはマルチキャストコンテンツのうちの第１のコンテンツを再生し、メモリはマルチ
キャストコンテンツのうちの第２のコンテンツを同時に記録する請求項５、６または７の
受信機。
【請求項９】
　デジタルラジオ放送信号を受信し処理するシステムであって、
　符号化されたコンテンツを含むデジタルラジオ放送信号を受信し、符号化されたコンテ
ンツを記録するメモリを備えた受信機と、
　符号化コンテンツを再生し、符号化コンテンツを記録するメモリ及び記録した符号化コ
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ンテンツを復号して復号するコンテンツを復元するプロセッサを備えたプレーヤとより成
り、プロセッサは記録した符号化コンテンツを論理プロトコルスタックに従って処理する
ことを特徴とするデジタルラジオ放送信号受信処理システム。
【請求項１０】
　請求項１乃至５のうちの任意の一項の方法に従ってデジタルラジオ放送信号を受信し処
理する受信機。
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